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　司馬遼太郎のエッセー集『この国のかたち 四』に、「松」というタイトルの
短文があります。その珠玉の文章の出だしは、こうはじまります。
　「日本は松のくにである。／『一遍上人絵伝』をみるといい。十三世紀の
この遊行僧の一代をえがいた絵巻物のどの場面にも松が出てきて、樹相はみ

なすばらしい」。そして、司馬遼太郎は能の『高砂』や『羽衣』を引用しながら、日本では古来、潮風につよい常緑の「松」
が白砂の海浜を護るための防風林として植えられてきた―とのべて、日本の原風景をなしてきた「松」の重要性を
論じています。と同時に、１９６５年（昭和４０年）前後から「日本そのものといえる松」が、全国的に「松食い虫が祟っ
て枯死を早めるようになった」と嘆くのです。のみならず、松に象徴される「日本文化はほろびるのではないか」と
心配するのです。「環境汚染」とか「環境問題」というような言葉は一度も使うことなく。

　この著作が出版されて１５年、環境問題が広く地球的規模で論じられるようになって、すでにかなりの年月がたっ
てきました。
　私たち関西大学の総合情報学部がある高槻キャンパスは、面積が約４５万㎡。大阪の景勝地である摂津峡公園の
すぐ西隣、阿武山山系の中腹にあり、鬱蒼たる樹木に囲まれています。また関西大学本部のある千里山キャンパス
は面積約３１万㎡。大阪駅から約２０分とは思えぬ、春夏秋冬、自然に溢れ、松や楠の巨木を有する、美しいキャン
パスです。
　このような素晴らしい自然環境の中に存在する関西大学は、まさしくこの自然環境を大切にしながら、教育、研究、
社会貢献という三つの使命を果たしていかなくてはなりません。
　関西大学はこれまで、その学是である「学の実化」―学理と実際との調和、陽明学的にいえば「知行合一」―
の精神に依拠しつつ、地球的規模での環境保全、環境保護を決意し、ゆっくりとではありますが、着実にその教育
と実践とを行ってきました。

　そこでの、私たちの環境保全の立場はおよそ以下のようなものであります。
　第一に、関西大学の教育・研究活動がこれまでどのように環境に負の影響、すなわち負荷を与えてきたか―地球
温暖化、大気汚染などの原因となる物質、人的行為をしてきたか、を理解するとともに、その削減に努力すること。
　第二に、環境についての教育、研究、社会貢献を通じて、大気汚染や海洋汚染、生態系や水質源、廃棄物や二
酸化炭素の排出など、地球規模での環境問題に関心をいだき、環境問題にしっかりとした考えを有する学生を育て、
社会に送り出すこと。
　第三は、さまざまな教育や活動によって環境問題に理解を深め、ものを大切にする心をもち、真摯な気持ちで環境
保全活動を行う若い世代、つまり２１世紀の持続可能な社会の担い手となるべき人びとを育成すること。
　
　そうした環境問題についての視点のなかから、クールビズやウォームビズ、不要照明の消灯などの取り組みが実施
され、その結果、昨年度はその前年度より、二酸化炭素の排出量を１％削減できました。それは、二酸化炭素の排
出を３０６ｔ削減したことになります。
　また、コピー用紙についていえば、関西大学では、１年間に３千万枚以上のコピー用紙を使っています。金額にし
て２億円以上。積み上げると約３．３ｋｍ。ほぼＪＲの東京駅から上野駅、大阪駅から新大阪駅の距離に当たります。
そのコピー用紙を、新生紙で生産しますと約５００ｔの二酸化炭素の排出量になります。したがって、教職員は両面コ
ピーをするなどして、その消費量を削減するよう努力しています（なお、関西大学では廃棄処分になったコピー用紙
を再生して、トイレットペーパーとして再利用しています）。

　私たちはここに、教育、研究上の環境問題に対する、関西大学の取り組みといくつかの実践の例を「報告集」と
して上梓するとともに、関西大学が今後とも環境問題の分野で、多くの優れた人材を輩出し、地球と人類に貢献す
る努力をつづけていく覚悟を提示するものであります。
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関西大学の概要

　１８８６年１１月４日、関西初の本格的法律学校として、大阪市西区京町堀の願宗寺に開校された関西法律学校が、関西大学の前身です。１９２２年

には、千里山に学舎が竣成し移転、同年６月５日には、法学部と商学部をもつ大学（旧制）となりました。それ以降、「学の実化」の理念のもとに数々

の政策・企画を打ち出し、学部・研究科の増設、研究所の開設等をすすめていきました。そして、時代は変化し、「国際化」「情報化」「開かれた大学」

「社会貢献」をめざしていくなか、平成に入るとさらに改革は進められ、２００８年現在、１０学部１１研究科を擁する総合大学となりました。

　関西大学は、２１世紀型総合学園として成長し続けています。

関西大学の校章は「大学」の二字を葦の
葉で囲んだものです。
大阪を貫流する淀川の絶えぬ流れに、風
雨に耐えて根強く生い茂っている葦の葉
は、明治１９年なにわの地に関西法律学校
として創立され、年とともに発展してきた
本学の質実剛健の気風を表わしたもの
であると伝えられています。
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学校法人関西大学

１８８６年

千里山キャンパス／５６４-８６８０　大阪府吹田市山手町３-３-３５

高槻キャンパス／５６９-１０９５　大阪府高槻市霊仙寺２-１-１

天六キャンパス／５３１-００６１　大阪府大阪市北区長柄西１-３-２２

法学部、文学部、経済学部、商学部、社会学部、政策創造学部、総合情報学部、

システム理工学部、環境都市工学部、化学生命工学部

法学研究科、文学研究科、経済学研究科、商学研究科、社会学研究科、総合情報学研究科、

工学研究科、外国語教育学研究科、心理学研究科、

法務研究科（法科大学院）、会計研究科（専門職大学院）
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２,０８４人
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法 人 名 称

創 立

キ ャ ン パ ス

学 部

大 学 院

学 生 数（学 部）

学生数（大学院）

大学専任教育職員

大学非常勤講師

専 任 事 務 職 員

土 地 面 積

建 物 面 積

法学研究科

大

学

院

併
設
校

工学研究科

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

修士課程

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

総合人文学専攻　文化交渉学専攻

経済学専攻

前期課程　商学専攻
後期課程　商学専攻　会計学専攻

社会学専攻　社会システムデザイン専攻　マス・コミュニケーション学専攻

社会心理学専攻

前期課程　社会情報学専攻　知識情報学専攻
後期課程　総合情報学専攻

前期課程　システムデザイン専攻

後期課程　総合工学専攻

法学・政治学専攻

法学部

学

部

外国語教育学研究科

心理学研究科
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後期課程　心理学専攻
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法務研究科（法科大学院）

会計研究科（専門職大学院）

専門職学位課程

専門職学位課程 会計人養成専攻

法曹養成専攻

● 応用自然科学分野
● 機械工学分野
● 先端情報電気工学分野
● 電子情報システム工学分野
● システムマネジメント工学分野

法学政治学科

総合人文学科

経済学科

商学科

社会学科　社会学専攻　心理学専攻　マス・コミュニケーション学専攻　社会システムデザイン専攻

政策学科

総合情報学科

数学科　物理・応用物理学科　機械工学科　電気電子情報工学科

建築学科　都市システム工学科　エネルギー・環境工学科

化学・物質工学科　生命・生物工学科

文学部

経済学部

商学部

社会学部

政策創造学部

総合情報学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

外国語教育研究機構

図書館

博物館

ＩＴセンター

教育推進部

研究推進部

産学官連携センター

知財センター

地域連携センター

高大連携センター

教育開発支援センタ－

教職支援センター

日本・ＥＵ研究センター

国際教育センター

社会連携部

国際部

学生センター
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エクステンション・リードセンター

入試センター

文学研究科

経済学研究科

商学研究科

関西大学第一高等学校

関西大学第一中学校

関西大学北陽高等学校

関西大学幼稚園

社会学研究科

総合情報学研究科

ソーシャルデザイン専攻

● 都市環境工学分野
● 建築学分野

ライフ・マテリアルデザイン専攻

● 化学工学分野
● 応用化学分野
● 先端マテリアル工学分野
● 生命・生物工学分野
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第３学舎 尚文館

（２００８年５月１日現在）
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経済・政治研究所
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人権問題研究室



関西大学の概要

　１８８６年１１月４日、関西初の本格的法律学校として、大阪市西区京町堀の願宗寺に開校された関西法律学校が、関西大学の前身です。１９２２年

には、千里山に学舎が竣成し移転、同年６月５日には、法学部と商学部をもつ大学（旧制）となりました。それ以降、「学の実化」の理念のもとに数々

の政策・企画を打ち出し、学部・研究科の増設、研究所の開設等をすすめていきました。そして、時代は変化し、「国際化」「情報化」「開かれた大学」

「社会貢献」をめざしていくなか、平成に入るとさらに改革は進められ、２００８年現在、１０学部１１研究科を擁する総合大学となりました。

　関西大学は、２１世紀型総合学園として成長し続けています。

関西大学の校章は「大学」の二字を葦の
葉で囲んだものです。
大阪を貫流する淀川の絶えぬ流れに、風
雨に耐えて根強く生い茂っている葦の葉
は、明治１９年なにわの地に関西法律学校
として創立され、年とともに発展してきた
本学の質実剛健の気風を表わしたもの
であると伝えられています。

3  関西大学環境報告書２００８

学校法人関西大学

１８８６年

千里山キャンパス／５６４-８６８０　大阪府吹田市山手町３-３-３５

高槻キャンパス／５６９-１０９５　大阪府高槻市霊仙寺２-１-１

天六キャンパス／５３１-００６１　大阪府大阪市北区長柄西１-３-２２

法学部、文学部、経済学部、商学部、社会学部、政策創造学部、総合情報学部、

システム理工学部、環境都市工学部、化学生命工学部

法学研究科、文学研究科、経済学研究科、商学研究科、社会学研究科、総合情報学研究科、

工学研究科、外国語教育学研究科、心理学研究科、

法務研究科（法科大学院）、会計研究科（専門職大学院）

２７,２３６人

２,０８４人

６４７人

１,２６０人

４３６人

２６９,７４３坪

１０７,０９９坪

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

法 人 名 称

創 立

キ ャ ン パ ス

学 部

大 学 院

学 生 数（学 部）

学生数（大学院）

大学専任教育職員

大学非常勤講師

専 任 事 務 職 員

土 地 面 積

建 物 面 積

法学研究科

大

学

院

併
設
校

工学研究科

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

修士課程

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程）

総合人文学専攻　文化交渉学専攻

経済学専攻

前期課程　商学専攻
後期課程　商学専攻　会計学専攻

社会学専攻　社会システムデザイン専攻　マス・コミュニケーション学専攻

社会心理学専攻

前期課程　社会情報学専攻　知識情報学専攻
後期課程　総合情報学専攻

前期課程　システムデザイン専攻

後期課程　総合工学専攻

法学・政治学専攻

法学部

学

部

外国語教育学研究科

心理学研究科

博士課程（前期課程・後期課程）

博士課程（前期課程・後期課程） 前期課程　認知・発達心理学専攻　社会心理学専攻
後期課程　心理学専攻

外国語教育学専攻

法務研究科（法科大学院）

会計研究科（専門職大学院）

専門職学位課程

専門職学位課程 会計人養成専攻

法曹養成専攻

● 応用自然科学分野
● 機械工学分野
● 先端情報電気工学分野
● 電子情報システム工学分野
● システムマネジメント工学分野

法学政治学科

総合人文学科

経済学科

商学科

社会学科　社会学専攻　心理学専攻　マス・コミュニケーション学専攻　社会システムデザイン専攻

政策学科

総合情報学科

数学科　物理・応用物理学科　機械工学科　電気電子情報工学科

建築学科　都市システム工学科　エネルギー・環境工学科

化学・物質工学科　生命・生物工学科

文学部

経済学部

商学部

社会学部

政策創造学部

総合情報学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

外国語教育研究機構

図書館

博物館

ＩＴセンター

教育推進部

研究推進部

産学官連携センター

知財センター

地域連携センター

高大連携センター

教育開発支援センタ－

教職支援センター

日本・ＥＵ研究センター

国際教育センター

社会連携部

国際部

学生センター

キャリアセンター

エクステンション・リードセンター

入試センター

文学研究科

経済学研究科

商学研究科

関西大学第一高等学校

関西大学第一中学校

関西大学北陽高等学校

関西大学幼稚園

社会学研究科

総合情報学研究科

ソーシャルデザイン専攻

● 都市環境工学分野
● 建築学分野

ライフ・マテリアルデザイン専攻

● 化学工学分野
● 応用化学分野
● 先端マテリアル工学分野
● 生命・生物工学分野
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大学組織図（２００８年１０月１日現在）

研 究 所 等

ハイテク・リサーチ・センター

学術フロンティア・センター法学研究所

先端科学技術推進機構
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● 学部

● 大学 ● 大学院

学生数

● 学部・大学院 ● 高等学校・中学校・幼稚園

● 大学院
学部

法学部

文学部

経済学部

商学部

社会学部

政策創造学部

総合情報学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

工学部（平成１８年以前入学生）

合計

法学研究科

文学研究科

経済学研究科

商学研究科

社会学研究科

総合情報学研究科

工学研究科

外国語教育学研究科

心理学研究科

法務研究科（法科大学院）

会計研究科（専門職大学院）

合計

大学院
博士課程前期課程・修士課程 博士課程後期課程 専門職学位課程

男

３５

１１５

２５

３０

２３

６６

５７９

２８

９

̶

̶

９１０

女

１９

１２５

１７

１８

４３

１１

５３

５１

１０

̶

̶

３４７

合計

５４

２４０

４２

４８

６６

７７

６３２

７９

１９

̶

̶

１,２５７

男

２,５０１

１,４６０

２,４８６

１,９８６

１,５５１

４５８

１,５６３

１,０６７

５８８

６０９

２,５６６

１６,８３５

女

１,２９７

２,８４０

９８２

１,３０２

２,０８６

３９９

８４０

４８

１１１

１７８

３１８

１０,４０１

合計

３,７９８

４,３００

３,４６８

３,２８８

３,６３７

８５７

２,４０３

１,１１５

６９９

７８７

２,８８４

２７,２３６

教職員数

学部

　　　　　博士課程前期課程・修士課程

　　　　　博士課程後期課程

　　　　　専門職学位課程

小計

学部・大学院合計

大学院

男

１６,８３５

９１０

２０５

３５７

１,４７２

１８,３０７

女

１０,４０１

３４７

１３９

１２６

６１２

１１,０１３

合計

２７,２３６

１,２５７

３４４

４８３

２,０８４

２９,３２０

関西大学第一高等学校

関西大学北陽高等学校

関西大学第一中学校

関西大学幼稚園

合計

７９３

７５２

３８３

１０８

２,０３６

５９０

１３８

３９０

８９

１,２０７

１,３８３

８９０

７７３

１９７

３,２４３

男

９

８７

１０

２

２５

２３

３２

１０

７

̶

̶

２０５

女

９

６１

２

２

２２

７

２

３１

３

̶

̶

１３９

合計

１８

１４８

１２

４

４７

３０

３４

４１

１０

̶

̶

３４４

男

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

２４７

１１０

３５７

女

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

１０２

２４

１２６

合計

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

３４９

１３４

４８３

学部

法学部

文学部

経済学部

商学部

社会学部

政策創造学部

総合情報学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

外国語教育研究機構

合計

教授

３０

９７

３２

２６

４４

１６

３９

４２

２０

３０

３２

４０８

准教授

１３

３０

１５

１３

  ８

  ３

  ９

２４

１８

１６

  ５

１５４

専任講師

  ３

  ２

  １

  ２

  １

  １

̶

１３

  ５

  ６

̶

３４

助教

̶

１

̶

̶

１

̶

̶

６

５

４

̶

１７

副手

̶

̶

̶

̶

１

̶

̶

̶

̶

̶

̶

１

● 高等学校・中学校・幼稚園

関西大学第一高等学校

関西大学北陽高等学校

関西大学第一中学校

関西大学幼稚園

合計

教諭

４８

４８

３２

  ６

１３４

常勤講師

̶

８

̶

̶

８

非常勤講師

２６

２２

１６

̶

６４

合計

７４

７８

４８

  ６

２０６

大学院

法務研究科（法科大学院）

会計研究科（専門職大学院）

合計

教授

２３

  ６

２９

准教授

̶

４

４

合計

２３

１０

３３

● 事務

法 人

大学

高等学校・中学校・幼稚園

合計

専任

１０２

３２１

  １３

４３６

男 女 合計

合計

  ４６

１３０

  ４８

  ４１

  ５５

  ２０

  ４８

  ８５

  ４８

  ５６

  ３７

６１４

総論〈 関西大学の概要 〉 Kansai University Environmental Report 2008

学生数・教職員数（２００８年５月１日現在）事務組織図（２００８年１０月１日現在）

法

人

本

部

大

学

本

部

理

事

会

企画調査課

総合企画室

広報室

総務局

財務局

管財局

高中幼事務局

高槻新キャンパス設置準備事務室

点検・評価推進課

広報課

秘書課

総務課

人事課

東京センター

中之島センター

財務課

資金課

出納課

管財課

施設課

高中幼事務室

北陽事務室

学長室

研究支援センター

社会連携センター

国際センター

学長課

新学部設置準備事務室

研究支援課

研究所事務室

Ｇ－ＣＯＥ拠点事務室

ソシオネットワーク戦略研究機構事務室

社会連携センタ－事務室

高大連携事務室

国際センター事務室

学長室

学事局

教務センター

教務事務グループ

授業支援グループ

学部・大学院・機構事務グループ

専門職大学院事務グループ

高槻キャンパスグループ

ＧＰ支援課

入試事務局 入試センター

入試課

大学院入試課

アドミッション・オフィス

入試広報課

学生サービス事務局 学生センター

学生生活課

ボランティアセンター事務室

スポーツ振興課

保健管理センター事務室

キャリアセンター事務局 キャリアセンター

キャリアセンター事務室

卒業生就業支援室

エクステンション・リードセンター事務室

学術情報事務局

学術センター

ＩＴセンター

図書館事務室

博物館事務室

出版部出版課

システム管理課

システム開発課

内部監査室
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● 学部

● 大学 ● 大学院

学生数

● 学部・大学院 ● 高等学校・中学校・幼稚園

● 大学院
学部

法学部

文学部

経済学部

商学部

社会学部

政策創造学部

総合情報学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

工学部（平成１８年以前入学生）

合計

法学研究科

文学研究科

経済学研究科

商学研究科

社会学研究科

総合情報学研究科

工学研究科

外国語教育学研究科

心理学研究科

法務研究科（法科大学院）

会計研究科（専門職大学院）

合計

大学院
博士課程前期課程・修士課程 博士課程後期課程 専門職学位課程

男

３５

１１５

２５

３０

２３

６６

５７９

２８

９

̶

̶

９１０

女

１９

１２５

１７

１８

４３

１１

５３

５１

１０

̶

̶

３４７

合計

５４

２４０

４２

４８

６６

７７

６３２

７９

１９

̶

̶

１,２５７

男

２,５０１

１,４６０

２,４８６

１,９８６

１,５５１

４５８

１,５６３

１,０６７

５８８

６０９

２,５６６

１６,８３５

女

１,２９７

２,８４０

９８２

１,３０２

２,０８６

３９９

８４０

４８

１１１

１７８

３１８

１０,４０１

合計

３,７９８

４,３００

３,４６８

３,２８８

３,６３７

８５７

２,４０３

１,１１５

６９９

７８７

２,８８４

２７,２３６

教職員数

学部

　　　　　博士課程前期課程・修士課程

　　　　　博士課程後期課程

　　　　　専門職学位課程

小計

学部・大学院合計

大学院

男

１６,８３５

９１０

２０５

３５７

１,４７２

１８,３０７

女
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総論〈 関西大学の概要 〉 Kansai University Environmental Report 2008

学生数・教職員数（２００８年５月１日現在）事務組織図（２００８年１０月１日現在）
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　関西大学は経営理念、すなわち関西大学が拠って立つ価値観として、真に社会の発展と人類の福祉に貢献する高い志を持ち、かつ社会の

進歩にとってなくてはならない「市民社会の中の大学」、「地球社会の中の大学」であり続けることを掲げ、このために全学のあらゆる資源と活

力を結集し、教育、研究、就職、財政をはじめ多種多様な分野に「強い関西大学」を構築することを謳っている。この理念のもとで、環境

問題に対しても積極的な取り組みを推進していくために、以下の「関西大学環境憲章」および「関西大学環境方針」を定める。

　関西大学では、学部、大学院、研究所、併設校などにおいて、さまざまな教育・研究が行われているが、いずれのキャンパスにおいても、

サステイナブル・ユニバーシティをめざして以下の環境保全活動を実施する。

　地球温暖化や資源・廃棄物等のさまざまな環境問題は、産業革

命以降の大量生産・大量消費・大量廃棄といった環境負荷の大きな

社会のあり方の反省をわれわれに迫り、持続可能で環境に優しい

循環型社会への転換が不可欠であることは、もはや誰の目にも明ら

かとなっている。産業界や家庭はいうに及ばず、地方自治体や非営

利団体、そして大学にも省エネルギーやリサイクル等への協力が求

められている。

　関西大学は、１８８６年に開学以来１２３年の長きにわたって教育研

究を実践しつつ、有為な人材を世に送り出してきた。２１世紀に入っ

ても、真に社会の発展と人類の福祉に貢献し、社会の進歩にとっ

てもなくてはならない存在であり続けるために、「２１世紀型総合学

園」を標榜しつつ、全学のあらゆる資源と活力を結集し、教育、研究、

就職、財政をはじめ多種多様な分野で「強い関西大学」を構築する

ことをめざしている。「教育」「研究」「社会貢献」を関西大学に課

せられた３つの使命と位置づけ、学術研究と人間教育を真に統合

するプログラム、先端的研究と社会貢献を結びつける複眼的な施

策を実行している。そしてこの一環として、環境問題にも積極的に

取り組んで行く。

　ここに関西大学は、教育・研究をはじめとするあらゆる活動を通

して、かけがえのない地球環境の重要性を訴えるとともに、地球環

境に配慮し、またそれに調和した人間的豊かさの実現のため、次ペー

ジの環境方針のもとに、全学を挙げてサステイナブル・ユニバーシ

ティの構築に取り組むこととする。

関 西 大 学 環 境 憲 章

◆ サステイナブル・ユニバーシティをめざして

関西大学におけるすべての構成員が、教
育・研究等の大学運営に関するあらゆる活
動において、環境に関して定められている
法令、規則等を遵守する。 関西大学は、教育・研究等

の大学運営から発生する環
境負荷の把握につとめ、そ
の低減のために、省資源・
省エネルギー、グリーン購
入、廃棄物の抑制と再資源
化に積極的に取り組む。

刊行物やホームページを通
して、積極的に環境情報・
施策等を公表し、学内外の
環境コミュニケーションを
推進する。

定期的に環境監査を実
施し、環境マネジメントを
見直し、その継続的な改
善に努める。

関西大学は、その総合大学と
しての特性を活かし、環境に
関するさまざまな研究を積
極的に行って科学技術の発
展に寄与するとともに、環境
教育やシンポジウムなどを
通してその公開や普及に努
める。関西大学は、地域の一員であ

ることを深く認識し、吹田市
や高槻市、堺市等とも連携し
つつ地域の環境保全に協力
し、情報交換等を行う。

環境保全活動

ＵＳＲ：大学の
社会的責任

環境負荷の
把握と低減

教育と研究

情報公開・
情報発信

点検・監査

地域・
社会貢献

関 西 大 学 環 境 方 針

教 育

研 究社会貢献

「強い関西大学」の構築

環境問題への積極的取り組み

以文館 円神館

総論〈 関西大学環境憲章・環境方針 〉 Kansai University Environmental Report 2008
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総論〈 関西大学環境憲章・環境方針 〉 Kansai University Environmental Report 2008



Maintenance of
campus amenityキャンパス・アメニティの整備

● キャンパスの花木と自然の共有

千里山キャンパスの自然環境

　千里山キャンパス（大学）は、校地面積が２９８,３３２㎡

（大学設置基準上の必要面積の約１.５倍）、校舎面積が

１９２,５０１㎡（同約１.９倍）あり、千里山学舎建設以来、関

西大学の教学理念に基づく学術振興の拠点としての整

備を続け、現在では各学部の学舎棟をはじめ多彩な施設

を擁する約３５万㎡に及ぶ教育・研究空間となっています。

　千里山キャンパスは四季折々花木が美しく、豊かな緑

で学生や教職員の目を愉しませ心を和ませています。

　なかでも、桜は１,５００本を優に超えており、春の花見

の頃には周辺住民だけでなく遠方からも多くの見学者

が訪れるほどです。また、千里山キャンパス外周の門は

開放しており、近隣住民の散策など憩いの場としても利

用されています。

Maintenance of campus amenity

● 施設の概要について

　千里山学舎は１９２２年に竣工しましたが、この頃の大

阪府吹田市の「千里山」は桃林や梅林が広がるのどかな

丘陵地帯でした。現在、第一高等学校や第一中学校、関

西大学会館、百周年記念会館などが建つ一角は、かつて

「千里山花壇」（１９２１年北大阪電気鉄道が開設、１９３８年

「千里山遊園」に改称）と呼ばれる遊園地であり、春にな

ると園内には桜が咲き誇り、桃と桜の花を楽しむ人々で

大いに賑わいました。

　このように元々自然環境に恵まれた場所に立地する

千里山キャンパスは、１９３３年４月に「風致地区※」に指

定され、１９７０年の都市計画法の改正に伴う風致規制の

見直しで建物の絶対高が１５ｍに制限され、これを越え

● 緑豊かな自然環境

● 大木の多いキャンパス
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る建物の場合は、許可を得るため大阪府から空地率

７５％以上（通常６０%）、緑地率３０％以上を確保するよ

う制約が課せられています。これらもあいまってキャンパ

スは緑豊かな自然環境を維持しています。現在千里山

キャンパスには高木約５,１００本、中木約２,４００本、竹約

１６,６００本、低木約７３,２００株、地被類約２,７００㎡、芝生

約１３,８００㎡が植栽されています。その中には吹田市に

指定された保護樹木が多数あり、吹田市内の大木の約

１０％が存在しています。この恵まれた自然環境を維持す

るために高槻キャンパスと合わせて、専門業者により樹

木等の植栽管理を行っています。

　また、千里山キャンパスの敷地面積３５０,７４６.７５㎡の

うち緑化面積（風致算出面積）は１２８,９８９.４６㎡で、緑

化率は３６.７８％となっており、大阪の都心部にキャンパ

スを置く大学としては、緑の多い良好な環境を保ってい

ると言えます。

千里山花壇ポスター
（所蔵：関西大学年史編纂室）

現在の関西大学第一中学校・高等学校の辺りにあった千里山遊園は、
宝塚に次ぐレジャーランドの先駆けでした。千里山花壇では秋になると菊
人形展を開催し、一時期は年間４０万人もの入場者を記録したそうです。

風致地区とは、各種の開発などによって著しく都市の自然が

失われる社会情勢の中、樹林地、丘陵地、水辺地等の良好な

自然的景観を保持している地域や、良好な住環境を維持して

いる地域などを指定し、地域内における土地の地質の変更、

建築物の新築、増築、改築または木材の伐採等を規制して、

緑に富んだ快適な都市環境を維持しようとするもの。

※

千里山キャンパス空撮

法文学舎前の大クスノキ

「法文坂」付近の桜並木

　ＮＰＯ法人すいた市民環境会議が行った２００７年２月

～１２月の調査によると、吹田市内の幹周り２ｍ以上の

古木・大木の数は９２８本ありますが、所在地別で関西

大学は第２位の８７本（大学７５本、一高・一中６本、幼

稚園６本：次頁図表「幹周りベスト３０」抜粋参照）を数

えています。 関西大学の敷地面積が吹田市総面積に占

める割合は１％弱であることから、関西大学キャンパス

は吹田市平均の十倍近い高密度で大木が残されている

ことになり、吹田市の重要な緑資源となっています。



Maintenance of
campus amenityキャンパス・アメニティの整備

● キャンパスの花木と自然の共有

千里山キャンパスの自然環境

　千里山キャンパス（大学）は、校地面積が２９８,３３２㎡

（大学設置基準上の必要面積の約１.５倍）、校舎面積が

１９２,５０１㎡（同約１.９倍）あり、千里山学舎建設以来、関

西大学の教学理念に基づく学術振興の拠点としての整

備を続け、現在では各学部の学舎棟をはじめ多彩な施設

を擁する約３５万㎡に及ぶ教育・研究空間となっています。

　千里山キャンパスは四季折々花木が美しく、豊かな緑

で学生や教職員の目を愉しませ心を和ませています。

　なかでも、桜は１,５００本を優に超えており、春の花見

の頃には周辺住民だけでなく遠方からも多くの見学者

が訪れるほどです。また、千里山キャンパス外周の門は

開放しており、近隣住民の散策など憩いの場としても利

用されています。

Maintenance of campus amenity

● 施設の概要について

　千里山学舎は１９２２年に竣工しましたが、この頃の大

阪府吹田市の「千里山」は桃林や梅林が広がるのどかな

丘陵地帯でした。現在、第一高等学校や第一中学校、関

西大学会館、百周年記念会館などが建つ一角は、かつて

「千里山花壇」（１９２１年北大阪電気鉄道が開設、１９３８年

「千里山遊園」に改称）と呼ばれる遊園地であり、春にな

ると園内には桜が咲き誇り、桃と桜の花を楽しむ人々で

大いに賑わいました。

　このように元々自然環境に恵まれた場所に立地する

千里山キャンパスは、１９３３年４月に「風致地区※」に指

定され、１９７０年の都市計画法の改正に伴う風致規制の

見直しで建物の絶対高が１５ｍに制限され、これを越え

● 緑豊かな自然環境

● 大木の多いキャンパス
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約１３,８００㎡が植栽されています。その中には吹田市に

指定された保護樹木が多数あり、吹田市内の大木の約

１０％が存在しています。この恵まれた自然環境を維持す

るために高槻キャンパスと合わせて、専門業者により樹

木等の植栽管理を行っています。

　また、千里山キャンパスの敷地面積３５０,７４６.７５㎡の

うち緑化面積（風致算出面積）は１２８,９８９.４６㎡で、緑

化率は３６.７８％となっており、大阪の都心部にキャンパ

スを置く大学としては、緑の多い良好な環境を保ってい

ると言えます。

千里山花壇ポスター
（所蔵：関西大学年史編纂室）

現在の関西大学第一中学校・高等学校の辺りにあった千里山遊園は、
宝塚に次ぐレジャーランドの先駆けでした。千里山花壇では秋になると菊
人形展を開催し、一時期は年間４０万人もの入場者を記録したそうです。

風致地区とは、各種の開発などによって著しく都市の自然が

失われる社会情勢の中、樹林地、丘陵地、水辺地等の良好な

自然的景観を保持している地域や、良好な住環境を維持して

いる地域などを指定し、地域内における土地の地質の変更、

建築物の新築、増築、改築または木材の伐採等を規制して、

緑に富んだ快適な都市環境を維持しようとするもの。

※

千里山キャンパス空撮

法文学舎前の大クスノキ

「法文坂」付近の桜並木

　ＮＰＯ法人すいた市民環境会議が行った２００７年２月

～１２月の調査によると、吹田市内の幹周り２ｍ以上の

古木・大木の数は９２８本ありますが、所在地別で関西

大学は第２位の８７本（大学７５本、一高・一中６本、幼

稚園６本：次頁図表「幹周りベスト３０」抜粋参照）を数

えています。 関西大学の敷地面積が吹田市総面積に占

める割合は１％弱であることから、関西大学キャンパス

は吹田市平均の十倍近い高密度で大木が残されている

ことになり、吹田市の重要な緑資源となっています。



阪急関大前駅

垂水神社

山の谷愛宕神社

名神高速道路

関大里山林

関大正門

キャンパス・アメニティの整備
Maintenance of campus amenity

　また、この関西大学キャンパスの大木・

里山林※を中心とする緑は、ヒートアイラ

ンド対策として効果が上がっていると言

えます。吹田市がＮＰＯ法人社叢学会に

委託して行った、すいたの自然２００２『鎮

守の森は、今･･･』の吹田市の地表表面温

度分布図における関西大学周辺の地表

面温度分布（２００２.８.２６正午、左図参

照）を見ると、関西大学キャンパスが青く

なっているのは、他より温度が低く２０～

３０℃レベルになっているためです。キャン

パス内は学舎の周りにクスノキなどの大

木があることで、ヒートアイランド化が防

止されていることが良く示されています。

第２回調査結果「吹田の古木・大木９２８本」（企画・調査・発行ＮＰＯ法人すいた市民環境会議）
『書評』第１２６号（２００６年９月発行、関西大学生活協同組合『書評』編集委員会）

■ 「幹周りベスト３０」抜粋（ＮＰＯ法人すいた市民環境会議調査 /２００７年２月～１２月調査より）

■ 関西大学周辺の地表面温度分布
　 （２００２.８.２６ 正午 / 航空機リモートセンシングＭＳＳによる計測）
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順位

２

３

４

６

８

１３

町　名

千里山東３

千里山東３

千里山東３

千里山東３

千里山東３

千里山東３

所在地

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

種　名

クスノキ

クスノキ

クスノキ

エノキ

クスノキ

クスノキ

幹周り（㎝）

４３５

４２４

３９０

３６３

３５８

３４６

株立ち

９

１

１

４

２

２

順位

１４

１６

１６

２１

２９

町　名

千里山東３

千里山東３

山手町３   

千里山東３

千里山東３

所在地

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

種　名

イチョウ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

幹周り（㎝）

３４４

３４０

３４０

３３６

３２３

株立ち

１

１

１

１

１
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里山林については、２００７年７月に同位置

周辺に「北広場」が設置されたため、現在

では大部分が消滅しています。

※

エノキ イチョウ

〈参考〉1
2

高槻キャンパスの自然環境

　高槻キャンパスは、大阪と京都の中間に位置するなだ

らかな丘陵地に、校地面積が４５３,４１７㎡（大学設置基

準上の必要面積の約２３.９倍）、校舎面積が２３,８７２㎡

（同約２.３倍）あり、総合情報学部学舎および各種施設

を備えています。 広 と々した敷地には、教育・研究のため

の最新設備を整えた学舎棟をはじめ、セミナーハウスや

運動施設などが完備されています。

　また、最先端技術を導入して、マルチメディア時代を先

駆けるハイレベルな情報機能を備えている点も大きな特

長のひとつで、次世代を担う情報ジェネラリストを育て

るのにふさわしいインテリジェント空間となっています。

● 施設の概要について

　高槻キャンパスの建物は、周辺の自然と調和を図るた

め、平面的にも立体的にも分割し、階数も３階におさえ

て分散配置しています。東側法面から建物をできる限り

離すことによって、緑の中に建物が包まれて見えるよう

に遠方からの景観に対しても配慮しています。Ａ棟／管

理・研究棟、Ｂ棟／図書・教室棟、Ｃ棟／スタジオ棟、

Ｄ棟／大学院棟、Ｆ棟／ネットワーキングセンターなど

をつなぐ回廊によって囲まれた広場を学生の交流のた

めのスペースとし、池、モニュメントを配置しています。

　外装材は、土色タイルを使用し、一部コンクリートの

打放し仕上げとし、周辺の緑と調和するように自然の素

材を基調としています。壁面は、大地から立ち上がるよう

な垂直線を強調したデザインとし、彫りの深い窓で壁面

を分割することによりヒューマンスケールの建築となっ

ています。

　なお、高槻キャンパスは、周辺の環境を保全するた

め、市街化調整区域、近郊緑地保全区域、砂防法特別

区域、宅地造成等規制区域、地域森林計画対象民有

林、水質汚濁防止法に関連する瀬戸内海環境特別措置

法、など１０以上の法規制を守って建てられています。

● 自然環境との調和について

高槻キャンパス空撮

自然の素材を基調とした建物

Maintenance of
campus amenity



阪急関大前駅

垂水神社

山の谷愛宕神社

名神高速道路

関大里山林

関大正門

キャンパス・アメニティの整備
Maintenance of campus amenity

　また、この関西大学キャンパスの大木・

里山林※を中心とする緑は、ヒートアイラ

ンド対策として効果が上がっていると言

えます。吹田市がＮＰＯ法人社叢学会に

委託して行った、すいたの自然２００２『鎮

守の森は、今･･･』の吹田市の地表表面温

度分布図における関西大学周辺の地表

面温度分布（２００２.８.２６正午、左図参

照）を見ると、関西大学キャンパスが青く

なっているのは、他より温度が低く２０～

３０℃レベルになっているためです。キャン

パス内は学舎の周りにクスノキなどの大

木があることで、ヒートアイランド化が防

止されていることが良く示されています。

第２回調査結果「吹田の古木・大木９２８本」（企画・調査・発行ＮＰＯ法人すいた市民環境会議）
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順位

２

３

４

６

８

１３

町　名

千里山東３

千里山東３

千里山東３

千里山東３

千里山東３

千里山東３

所在地

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

種　名

クスノキ

クスノキ

クスノキ

エノキ

クスノキ

クスノキ

幹周り（㎝）

４３５

４２４

３９０

３６３

３５８

３４６

株立ち

９

１

１

４

２

２

順位

１４

１６

１６

２１

２９

町　名

千里山東３

千里山東３

山手町３   

千里山東３

千里山東３

所在地

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

関西大学

種　名

イチョウ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

幹周り（㎝）

３４４

３４０

３４０

３３６

３２３

株立ち

１

１

１

１

１
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里山林については、２００７年７月に同位置

周辺に「北広場」が設置されたため、現在

では大部分が消滅しています。

※

エノキ イチョウ

〈参考〉1
2

高槻キャンパスの自然環境

　高槻キャンパスは、大阪と京都の中間に位置するなだ

らかな丘陵地に、校地面積が４５３,４１７㎡（大学設置基

準上の必要面積の約２３.９倍）、校舎面積が２３,８７２㎡

（同約２.３倍）あり、総合情報学部学舎および各種施設

を備えています。 広 と々した敷地には、教育・研究のため

の最新設備を整えた学舎棟をはじめ、セミナーハウスや

運動施設などが完備されています。

　また、最先端技術を導入して、マルチメディア時代を先

駆けるハイレベルな情報機能を備えている点も大きな特

長のひとつで、次世代を担う情報ジェネラリストを育て

るのにふさわしいインテリジェント空間となっています。

● 施設の概要について

　高槻キャンパスの建物は、周辺の自然と調和を図るた

め、平面的にも立体的にも分割し、階数も３階におさえ

て分散配置しています。東側法面から建物をできる限り

離すことによって、緑の中に建物が包まれて見えるよう

に遠方からの景観に対しても配慮しています。Ａ棟／管

理・研究棟、Ｂ棟／図書・教室棟、Ｃ棟／スタジオ棟、

Ｄ棟／大学院棟、Ｆ棟／ネットワーキングセンターなど

をつなぐ回廊によって囲まれた広場を学生の交流のた

めのスペースとし、池、モニュメントを配置しています。

　外装材は、土色タイルを使用し、一部コンクリートの

打放し仕上げとし、周辺の緑と調和するように自然の素

材を基調としています。壁面は、大地から立ち上がるよう

な垂直線を強調したデザインとし、彫りの深い窓で壁面

を分割することによりヒューマンスケールの建築となっ

ています。

　なお、高槻キャンパスは、周辺の環境を保全するた

め、市街化調整区域、近郊緑地保全区域、砂防法特別

区域、宅地造成等規制区域、地域森林計画対象民有

林、水質汚濁防止法に関連する瀬戸内海環境特別措置
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交通手段

　配置計画の特徴は、各ブロックの軸線を

直交させずにさまざまな向きのブロックを

配置していることです。

　歩行者専用のアプローチの円形広場、三

方を校舎群により囲まれ、一方を大阪平野

へと開いた中央の広場においては、建物の

各部の面、線によって切り取られた自然が

見え隠れし、歩いていて楽しいキャンパスと

なっています。

　中央広場は、敷地を取り巻く豊かな緑に

対し、より人工的・抽象的な自然を表現し

ています。正方形の鏡池に配置した米国の

彫刻家、ジョージ・リッキーの動く彫刻（作

品名「旋回する、一つの長方形になる二つ

の不等辺四角形 Ⅱ」）は、静謐な空間の中

で風に敏感に呼応し、風の流れをさまざま

な形で視覚化しています。この池より流れ

出た水は、約４５度振った軸線に沿って、滝

となり、噴水となって、それぞれの広場を演

出してＬ棟／厚生棟へと流れています。

● 配置計画の特徴について

　千里山キャンパス周辺は住宅地であり、①教育環境

の維持・整備、②周辺地域の生活環境の保全、③自動

車・モーターバイクによる事故の防止など交通の安全と

環境への配慮のため、１９８３年から学生並びに教職員の

自動車・モーターバイクによる通学・通勤は、原則禁止

しています。また、１９９７年度から入学試験合格者に対す

る入学手続書類の中に「自動車・モーターバイク通学禁

止に関する同意書」を同封し、本人から提出させ、規則

の遵守を呼びかけています。なお、自動車、モーターバイ

クなどによる通学者に対しては、学則に則り、停学・退

学を含む厳しい処分で臨んでいます。

　現在電車、バスなどの公共交通機関による通学・通勤

対象と思われる学部生・大学院生は、千里山・高槻両

キャンパスを合わせ、全体の約８１％に、専任教職員は

約９１％に上っています。さらに２００８年９月からＪＲ京

都線吹田駅～関西大学間に阪急バスが運行され、公共

交通機関による通学・通勤のアクセスが向上していま

す。ただし、身体障害者や傷病の利用者、機材などの搬

出入に必要な自動車については、許可を得た場合には入

構可能としています。

　車社会の米国でも多くの学生が通学の足として車を

利用してきましたが、環境保全への意識の高まりなどに

より、通学手段に自動車に代わり自転車や徒歩を推奨す

る動きが広がってきています。本学においては、自動車・

モーターバイクによる通学・通勤を禁止する措置により、

結果的に、地球温暖化対策の大きな比率を占める、自

動車から排出されるＣＯ２の削減に早くから貢献してきた

とも言えます。

　なお、自転車通学の際の駐輪スペースとして学内３カ

所に合計２,５００台の自転車専用の駐輪場を設置し、必

ず駐輪場に停めてもらうよう指導しています。他方、業者

や上記のような諸事情により許可された自動車利用者

のために、名神高速千里山トンネルの上に２００台余りの

駐車スペースを設置し便宜を図っています。

　高槻キャンパス周辺も住宅地があるため､１９９４年の

学部創設以来、学生の自動車・モーターバイクによる通

学は原則として禁止しています。ただし、最寄りの鉄道

駅から遠隔地にあるため、卒論・ゼミ研究などが早朝・

深夜に及ぶ４年次生および大学院生に限り、届出によ

り事情に応じて自動車またはモーターバイクによる通学

を一部許可しています。その際も、千里山キャンパスと

同様地域住民に迷惑をかけることのないよう、関西大学

としてその対策と指導を行っています。

● 千里山キャンパス ● 高槻キャンパス

　高槻キャンパスは、北摂連山に囲まれた阿武山の東部

に位置し、市立摂津峡公園に隣接した景勝地にありま

す。この恵まれた自然環境との整合を図り、概ね２０ｍの

緑地帯を周辺地との境界に沿って設けるとともに、自然

緑地および回復緑地を約２７.４ha（約６１％）確保すること

で、緑に囲まれたキャンパスとなっています。

　また、高槻キャンパスには桜、クスノキ、ケヤキなどが植

栽されており、緑地面積としては、法面緑地９５,０１１.４３㎡

と造成緑地１２,９２７.１３㎡の合計１０７,９３８.５６㎡となって

います。

● 緑豊かなキャンパスについて

緑豊かなキャンパス

鏡池から噴水へと流れる滝

中央広場のモニュメント

サルビア

ヴァーベナ

源平桃

◆ 学部生・大学院生通学状況（千里山・高槻）

◆ 専任教職員通勤状況（千里山・高槻）

90.6%

9.4%

81.2%

18.8%

自転車・徒歩

自転車・徒歩

公共交通機関
（JR･阪急･高槻市営等）

公共交通機関
（JR･阪急･高槻市営等）

駐車スペース 駐輪場
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キャンパスマナー（分煙）

学生の集いの場

　千里山キャンパスには「悠久の庭」をはじめ、

多くのコミュニティの場が存在します。

　「悠久の庭」は、千里山キャンパスの中心地で

あり、近隣に住む人達の憩いの場としても大変

人気があり、老若男女を問わず、さまざまな人た

ちが足を運んでいます。奥の階段を上がると芝

生がさらに広がっています。ここは、デザインの

統一された「尚文館」「以文館」「図書館」に囲ま

れており、四季それぞれ特徴のあるアカデミック

な風景を見ることができます。

　「あすかの庭」は第１学舎付近にあり、１,０００

人を収容する千里ホールへの玄関的存在です。

庭の一画には高松 古墳壁画再現展示室を設

けています。

　「総合学生会館 凜風館」は、「地球に優しい

建物」をキーワードとして、種々の工夫がなされ

ています。 太陽光パネル、コージェネレーション

システム、サボニウス型風車を設置し電力負荷

の低減を図っています。 １階には、ラウンジとし

てスペースを設けており、クラブ・サークル団体

のミーティングの場、学園祭などのイベントの

場、そのほかさまざまな用途で利用されていま

す。また、大型モニターが設置されており、ス

ポーツの応援会もここで開催しています。 緑化

を施している屋上は、大阪の中心地である梅田

方面を見渡すことができる絶景ポイントになっ

ており、ランチタイムには学生が集います。

　また、キャンパス内には多数のベンチが用意

されており、キャンパス全体がコミュニティの場

として活気に満ち溢れています。

● 千里山キャンパス 　高槻キャンパスの学舎棟の中央にある中央広場は、休

み時間に学生や教職員が行きかうスポットとなっており、

暖かい季節はここで友人と話をしたり、待ち合わせをした

りと憩いのスペースとして活用されています。晴れた日に

は大パノラマを楽しむことができる中央広場からの見晴

らしは抜群で、特に夜景の美しさが評判になっています。

また、高槻キャンパスの食堂はＬ棟／厚生棟にあり、１階

はレストラン（座席数８５０席）、２階は喫茶・コンビニス

ペース（座席数８０席）となっています。

　屋外にはテラス席（座席数１２０席）も用意されている

ので、春や秋には大阪平野を一望しながらのランチタイ

ムが人気のスポットとなっています。

　２００３年に健康増進法が施行されて以来、関西大学

においても学舎内での禁煙措置やたばこの販売を取り

やめるよう努めてきました。

　千里山キャンパスでは、屋外喫煙場所を６カ所、高槻

キャンパスでは３カ所設けて分煙を推進しています。 ま

た、両キャンパスにおいて喫煙マナー・モラルの向上の

ための啓発行事として、春と秋に「喫煙マナー向上週

間」を設け、学生および教職員が学内を巡回し、マナー・

モラルの遵守に取り組んでいます。

● 高槻キャンパス

高槻キャンパスから見る大阪平野

悠久の庭

あすかの庭

尚文館横広場
キャンペーンチラシ

総合学生会館 凜風館

中央広場
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環境に配慮した建築物・キャンパス

　関西大学では、多くの環境配慮技術を導入し、地球環境負荷の低減に貢献できるキャンパスづくり（＝サステイナブ

ル・ユニバーシティ）を推進しています。 以下に導入している設備を紹介します。

　ガスエンジンで発電機を駆動し、発電すると共にガス

エンジンからの廃熱を利用して空調や給湯に利用する

ことにより、エネルギー消費量とＣＯ２の削減を図ってい

ます。

　コージェネレーションシステムでの発電電力は学内へ

供給されています。

　尚文館に６００ｋＷの発電機を２台設置し、２００７年度

の発電電力量は３５２万ｋＷｈで、一般家庭の年間使用電

力量の６３０軒分に相当します。  ＣＯ２削減量は２７.３ｔ- 

ＣＯ２で一般家庭の年間排出量の７軒分に相当します。

　また、総合学生会館 凜風館に８１５ｋＷの発電機を２台

設置し、２００７年度の発電電力量は２７０万ｋＷｈで、一般

家庭の年間使用電力量の４８０軒分に相当します。 ＣＯ２

削減量は４０７ｔ- ＣＯ２で、一般家庭の年間排出量の１０２

軒分に相当します。

　建物の外壁や屋上に太陽電池モジュールを設置し、発

電電力を学内へ供給することによりＣＯ２排出量の削減

を図っています。 発電電力は学内へ供給されています。

　設置場所と２００７年度の実績を以下に記します。

●総合学生会館 凜風館の４階屋外フェンス（発電能力２０ｋＷ）

　発電電力量：１０,３８５ｋＷｈ

●第１学舎５号館の屋上（発電能力３０ｋＷ）

　発電電力量：３２,７７１ｋＷｈ

●第１学舎１号館の屋上（発電能力１０ｋＷ）

　発電電力量：１,１５３ｋＷｈ ※２００８年３月のみ

　総発電電力量は４４,３０９ｋＷｈで、一般家庭の年間使

用電力量の８軒分に相当します。  ＣＯ２削減量は２４.６ｔ- 

ＣＯ２で、一般家庭の年間排出量の６軒分に相当しま

す。

コージェネレーションシステム１

　千里山東体育館横に設置した深さ２００ｍの井戸より

汲み上げた地下水をろ過・滅菌処理し、飲料水として学

内に供給しています（地下水と吹田市水の混合で混合率

は地下水が７５％）。

　雨水については専用タンクに貯水し、庭園の植栽への

散水用に活用しています。 総合学生会館 凜風館の屋上

庭園および第１学舎１号館４階屋外デッキに導入してい

ます。

地下水・雨水利用システム３

生ごみ処理システム４

太陽光発電システム２

　総合学生会館  凜風館の２階食堂は利用者が多く、１

日あたり５,０００～６,０００食を提供しており、厨芥ごみの

減量と焼却処理時のＣＯ２排出量の削減を図るため、生

ごみ処理システムを２台設置しています。

　標準処理量は１００ｋｇ／台で、１５時間かけて肥料にリ

サイクルしています。

総合学生会館  凜風館コージェネレーションシステムフロー

地下水利用システム概略図 総合学生会館  凜風館雨水利用システム概略図
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　建物への熱負荷の軽減と、夏場のヒートアイランド現象の

抑制を図るため、屋上緑化を導入しています。 総合学生会館  

凜風館４階屋上、第１学舎１号館の４階屋外デッキ、第１学

舎５号館の屋上に採用しています。

屋上庭園６

　総合学生会館  凜風館では断熱性、遮熱性にすぐれたＬｏｗ-Ｅ複層ガラスを採用し、熱負荷を軽減しています。

　環境配慮技術を導入した結果、大学の建築物について公の機関からさまざまな評価を得ております。  

以下に評価を受けたものを紹介します。

　総合学生会館  凜風館において、（財）建築環境・省エネルギー

機構（ＩＢＥＣ）に評価申請を行い、学校としては全国初となる最

高位の「Ｓランク」を取得しました。

　この評価は建築物の環境品質・性能（居住環境のアメニティを

向上させる性能評価）で１０項目、建築物の環境負荷低減性（環境

負荷を低減させる性能評価）で１２項目から採点・集計を行い、評

価されるものです。

　第６回屋上・壁面・特殊緑化技術コンクールにて、総合学生会

館  凜風館が屋上緑化大賞を受賞しました。

　このコンクールは、屋上等特殊空間の緑化について積極的に

取り組みすぐれた成果をあげている民間企業、公共団体、個人等

を顕彰することにより、一層の普及推進を図り、もって都市環境

の改善を進め、豊かな都市生活の実現に寄与することを目的と

したコンクールで、（財）都市緑化技術開発機構が主催、国土交通

省などが後援しているものです。

　総合学生会館  凜風館は、課外活動スペースや食堂、店舗から

成る学内厚生施設で、サステイナブル・キャンパスをめざす大学

のシンボル施設として積極的な緑化を行っています。

　キャンパスの豊かな緑と融合した建物緑化を実現しており、

一般市民にもその一部を開放し、コミュニケーションの場として

活用していることなどが、今後の大学キャンパスの緑化の好事

例として高く評価されました。

　尚文館については、第３回（２００１年度）環境・省エネルギー建築賞に応募し、審査委員会奨励賞を受賞し

ました。

　この賞は、竣工後２年以上、また建物が供用されて１年以上経過しており、環境負荷を低減し、省エネル

ギー効果の顕著な成果が表れている優れた建築物に与えられるもので、（財）建築・環境・省エネルギー機

構が実施しているものです。

断熱ガラス７

風力発電５

　総合学生会館  凜風館に９台の風力発電機を設置してい

ます。この風車には都心部における低風速の場合でも効率

的に発電ができるように設計された、小型の垂直軸風車（サ

ボニウス型）を採用しています。 発電電力は総合学生会館  凜

風館４階屋外および屋上庭園のＬＥＤ庭園灯（９台）に活用し

ています。

〈 建 築 物 の 外 部 評 価 に つ い て 〉

● ＣＡＳＢＥＥ評価

● 屋上・壁面・特殊緑化技術コンクール

● 環境・省エネルギー建築賞
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環境マネジメント活動

環境負荷

環境負荷（電気・ガス・水）と省エネルギー

　電気・ガス・水における２００５年度～２００７年度の

使用量推移を以下に記します。

　電気の使用量原単位   は、２００５年度１０３.２ｋＷｈ/ｍ２・

年に対し２００６年度は＋１.９％（１０５.２ｋＷｈ/ｍ２・年）、

２００７年度は－１.１％（１０２.１ｋＷｈ/ｍ２・年）でした。

　ガスの使用量原単位は、２００５年度６.２ｍ３/ ｍ２・年

（１平方メートルあたり１年間に使用する量）に対し２００６

年度は＋９.７％（６.８ｍ３/ ｍ２・年）、２００７年度は＋１.６％

（６.３ｍ３/ ｍ２・年）でした。

　水使用量は、２００５年度３４０,９８２ｍ３に対し２００６年

度は＋４.０％（３５４,５４１ｍ３）、２００７年度は－０.０３％

（３４０,８９１ｍ３）でした。

［いずれも食堂部分の使用量を含む］

※１: 原単位とは、使用量を建物の延べ床面積で除した、単位面積当
たりの使用量を表します。
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１ 省エネルギー

 ア） エネルギーの使用の合理化に関する法律

　エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）

は、第２次石油危機を契機に１９７９年に制定されました。

関西大学は業種４分野における「工場・事業場」に該当し、

省エネ対策が定められています。 千里山キャンパスが第一

種エネルギー管理指定工場    に、高槻キャンパスが第ニ

種エネルギー管理指定工場    に指定されています。

　省エネルギーの目標として「中長期的にみて年１％以

上のエネルギー消費原単位の改善」が要求されています。

 イ） エネルギー原単位の推移

　関西大学における２００５年度～２００７年度のエネル

ギー原単位の推移を以下に記します。

　２００５年度１３０８.０ＭＪ/ｍ２・年に対し２００６年度

は＋３.４％（１３５３.６ＭＪ/ｍ２・年）、２００７年度は－０.５

２％（１３０１.２ＭＪ/ｍ２・年）でした。

　よって、温室効果ガス（ＣＯ２等）の排出量原単位   は、

２００５年度７１.４ｋｇ/ｍ２・年に対し２００６年度は＋３.４％

（７３.８ｋｇ/ｍ２・年）、２００７年度は－０.５６％（７１.０ｋｇ/ｍ２・

年）でした。

２

　２００６年度は７月に竣工したアイスアリーナにより、

全体的に増加しています。

　ビルの省エネガイドブック（２００７年度版）に記載され

ている大学（医学系除く）の平均的なエネルギー原単位

は１４９０ＭＪ/ｍ２・年となっています。

　関西大学での推移は平均値比で２００５年度：８７.８％、

２００６年度：９０.８％、２００７年度：８７.３％となっており、

平均値と比較して「環境にやさしい大学」と言えます。

 ウ） 省エネルギーに向けた活動

　関西大学のハード面での対策として、建物の新築や

増改築時および既設建物の設備改修時において積極

的に省エネルギーに関する技術（ガスコージェネレー

ションシステム、氷蓄熱システム、太陽光発電システム、

地下水・雨水の利用、センサー機能付照明器具、屋上緑

化、断熱ガラスなど）を採用しています。

　また、ソフト面の対策としては、２００５年から「省エネ

推進委員会」という組織を発足させ、エネルギー使用量

の把握、省エネルギーに関する施策の検討を行っていま

す。２００７年度には、夏季のクールビズ、冬季のウォーム

ビズを導入し、冷暖房時の空調エネルギーの削減を図り

ました。

■ 照明設備などの省エネ対策の実施

照 明 設 備

そ の 他

昼休み／事務室の照明の消灯
業務上特に必要な場合を除き、
事務職員がこまめに消灯

学生が使用していて特に必要な場合を除き、消灯

使用後に他者が使用している場合を除き、
使用した者が退出時に消灯

使っていない機器はこまめに主電源を切り、
コンセントからプラグを抜く

業務に支障がない範囲で、消灯

昼休み／教室の照明の消灯

トイレ照明の消灯

廊下・ロビー照明の消灯

不使用時の電源オフ
（パソコン・コピー機・瞬間湯沸しポットなど）

 エ） ２００７年度の活動結果

● クールビズ

　「６月から９月までの期間で、温室効果ガス（ＣＯ２）の

排出量を、２００６年同月比２.５％削減する」という目標を

設定し活動をした結果、約４.６％の削減を行うことがで

きました。
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■ ２００６年・２００７年 ６月～９月までのＣＯ２排出量

月

６月

７月

８月

９月

計

電気

排出量（t）

1,992

2,206

1,860

1,870

7,928

２００６年

２００７年
増減率
（％）

～

ガス

排出量（t）
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2,393

２００６年

合計

排出量（t）

2,520
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10,321

電気

排出量（t）

1,902

2,042

1,761

1,923

7,628

ガス

排出量（t）

457

668

563

531

2,219

２００７年

合計

排出量（t）

2,359

2,710

2,324

2,454

9,847

6.4

7.7

7.1

3.8

4.6

削減率は２００６年度６月～９月実績の４.６％、
２００６年度合計実績の１.９％に当たる

第一種エネルギー管理指定工場：事業場で１年間に使用する
エネルギーを原油換算し、その量が３,０００ｋｌ（キロリットル）以
上の事業場が対象となります。
第二種エネルギー管理指定工場：事業場で１年間に使用する
エネルギーを原油換算し、その量が１,５００ｋｌ（キロリットル）
以上３,０００ｋｌ（キロリットル）未満の事業場が対象となります。

※２:

※３:

※４:電気・ガスの使用量を原油換算した総合計をＣＯ２排出量に換算したもの。
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■ ＣＯ２排出量推移
ＣＯ２排出量（ｔ）
ＣＯ２原単位（ｋｇ/ｍ２・年）

■ エネルギー原単位推移（MJ/m２・年）

● ウォームビズ

　「１１月から３月までの期間で、温室効果ガス（ＣＯ２）の

排出量を、２００６年同月比１.８％削減する」という目標を

設定し活動をした結果、約２.２％の増となり目標未達成

の状況となりました。

　要因としては、２００７年度は厳冬で、期間平均気温が

前年度比で－１.０２℃であったため、空調でのエネルギー
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以上３,０００ｋｌ（キロリットル）未満の事業場が対象となります。

※２:

※３:

※４:電気・ガスの使用量を原油換算した総合計をＣＯ２排出量に換算したもの。

2,500

2,000

1,500

1,961

2,222
2,128

8.0

7.5

7.0

6.5

6.0

2005年度 2006年度 2007年度

6.2

6.8

6.3

400

350

300

341
355

2005年度 2006年度 2007年度

341

40,000

35,000

30,000

34,037

35,784 35,349

120

110

100

2005年度 2006年度 2007年度

103.2
105.2

102.1

■ 電気使用量
電気使用量（千ｋＷｈ）
電気使用量原単位（ｋＷｈ/ｍ２・年）

■ 水使用量（千m３）

■ ガス使用量
ガス使用量（千ｍ３）
ガス使用量原単位（ｍ３/ｍ２・年）

25,000

24,000

23,000

22,000

21,000

22,561

24,241
23.975

80

75

70

2005年度 2006年度 2007年度

71.4

73.8

71.0

1,350

1,300
1308.0

1353.6

2005年度 2006年度 2007年度

1301.2

■ ＣＯ２排出量推移
ＣＯ２排出量（ｔ）
ＣＯ２原単位（ｋｇ/ｍ２・年）

■ エネルギー原単位推移（MJ/m２・年）

● ウォームビズ

　「１１月から３月までの期間で、温室効果ガス（ＣＯ２）の

排出量を、２００６年同月比１.８％削減する」という目標を

設定し活動をした結果、約２.２％の増となり目標未達成
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〈関西大学〉排出者から最終処理までのごみ処理フロー
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廃棄物の排出量

　関西大学では２００６年度より廃棄物排出量の抑制に

向けて、千里山・高槻キャンパスにおける廃棄物排出量

の計測を実施しています。

　千里山・高槻キャンパス合計での排出量は２００６年

度７６６ｔ、２００７年度６３８ｔと約１７％減少しています。１

日当たりの廃棄物排出量は千里山・高槻キャンパス合計

では２００７年度で約２.３ｔとなっています。  一人当たりの

年間排出量は２００７年度で約２０ｋｇとなっています。

　ごみ種別毎の排出量では特に、機密文書、段ボール、

雑誌類が顕著に減少しています。

　ごみの組成では紙類が全体の３／４を占めています。
　関西大学では２００７年度、コピー・プリンタ用紙で年間約

３７,６６０,０００枚（Ａ４：２８,１４２,５００枚、Ｂ４：５,４４５,０００枚、Ａ３：１,８５５,０００

枚、Ｂ５：２,２１７,５００枚）重さに換算して約１８５t、積み上げた高さに

換算して約３,３００mの紙を購入しています。

　その膨大に購入し使用する紙のうち、試験解答用紙や会議資

料、個人情報が記載された書類等の機密文書は、同じ２００７年度実

績で年間約６６.４tを排出しています。 関西大学は、この大学から排

出される機密文書古紙を全て配合したトイレットペーパーに再生

する取り組みを、２００８年度から本格的に導入しました。これを「Ｋ

Ｕエコロール」と名づけ、関西大学のキャラクターマークを施しま

した。

　単価は通常のトイレットペーパーより割高にはなりますが、関

西大学が掲げる基本方針の一つ「環境問題への取り組みの推進」

のため、教職員のみならず学生にも資源有効活用の必要性を実

感してもらうことを目的に、域内循環の可視化のひとつとして始

めました。

　２００８年１０月までの実績で毎月約５.０tの機密文

書の回収があり、この一部を毎月約４,７００ロール

のＫＵエコロールに加工し納品しました。 学生が

使用する主要な学舎および関西大学北陽高等学

校で使用しています。

　現在、関西大学で使用のトイレットペーパーの

約５０％に、ＫＵエコロールを使用していますが、

今後範囲を全域に拡大し、１００％普及させる計画

をしています。 また、包装紙デザインの公募や販

売なども検討しています。

３

リサイクル

　関西大学から排出される不要になった機密文書は溶

解処理され、ほぼ１００％を古紙として再利用していま

す。また、その溶解機密文書が約７５％配合されたトイ

レットペーパーを生産し、関西大学のロゴを施した「ＫＵ

エコロール」として、納品され再利用しています。

　機密文書以外のＯＡ・紙ごみは専用の回収箱を各部

門に設置し、一般ごみと区別・回収し、ほぼ１００％リサイ

クルしています。２００７年度実績では紙購入量と比較し、

８６.８％をＯＡ・紙ごみとしてリサイクルしました。 

　また、リサイクルが可能な古紙についてはダンボールの

原料となるダンボール原紙として生まれ変わっています。

　ビン・缶・ペットボトルについてもほぼ１００％リサイク

ルしています。

　また一方、食堂から出された割り箸については、再生紙

の原料として生まれ変わっています。

　これらの活動の結果、２００７年度での廃棄物のリサイ

クル率は約５４％で、約３４５ｔの廃棄物を再資源として活

用しています。

４

ＫＵエコロールへ生まれ変わる工程

① 専門業者が定期的に機密文書の回収を行い、

　 関西大学内で封印し再生工場へ

② 再生工場にて封印が解かれ、

　 そのまま溶解炉へ

③ 異物の排除とインクの除去を行い

　 再生紙へとなる

④ 回収から１２時間前後でＫＵエコロールへと

　 生まれ変わり、再び関西大学へ

関西大学の機密文書からＫＵエコロール（トイレットペーパー）へ

■ ２００７年度 千里山・高槻キャンパスごみ組成

雑古紙
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年間排出量は２００７年度で約２０ｋｇとなっています。

　ごみ種別毎の排出量では特に、機密文書、段ボール、

雑誌類が顕著に減少しています。

　ごみの組成では紙類が全体の３／４を占めています。
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換算して約３,３００mの紙を購入しています。
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料、個人情報が記載された書類等の機密文書は、同じ２００７年度実

績で年間約６６.４tを排出しています。 関西大学は、この大学から排

出される機密文書古紙を全て配合したトイレットペーパーに再生

する取り組みを、２００８年度から本格的に導入しました。これを「Ｋ

Ｕエコロール」と名づけ、関西大学のキャラクターマークを施しま

した。

　単価は通常のトイレットペーパーより割高にはなりますが、関

西大学が掲げる基本方針の一つ「環境問題への取り組みの推進」

のため、教職員のみならず学生にも資源有効活用の必要性を実

感してもらうことを目的に、域内循環の可視化のひとつとして始

めました。

　２００８年１０月までの実績で毎月約５.０tの機密文

書の回収があり、この一部を毎月約４,７００ロール

のＫＵエコロールに加工し納品しました。 学生が

使用する主要な学舎および関西大学北陽高等学

校で使用しています。

　現在、関西大学で使用のトイレットペーパーの

約５０％に、ＫＵエコロールを使用していますが、

今後範囲を全域に拡大し、１００％普及させる計画

をしています。 また、包装紙デザインの公募や販

売なども検討しています。
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　関西大学から排出される不要になった機密文書は溶

解処理され、ほぼ１００％を古紙として再利用していま

す。また、その溶解機密文書が約７５％配合されたトイ

レットペーパーを生産し、関西大学のロゴを施した「ＫＵ
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８６.８％をＯＡ・紙ごみとしてリサイクルしました。 
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化学物質・薬品の管理

　関西大学の理工系学部（システム理工学部・環境都市

工学部・化学生命工学部）には、１１７の研究室があり、そ

の内、３分の１以上を占める化学系の研究室においては、

種々の化学物質や薬品を取り扱った実験・研究活動が日

常的に展開されています。また、化学系以外の研究室に

おいても、化学物質や薬品を扱う機会は、決して少なくあ

りません。

　以上のような状況から、理工系学部においては、教育・

研究活動における環境保全と安全対策を目的として、

「理工学府安全衛生委員会」を設置し、同委員会「内規」

を設けるとともに、「安全の手引」を作成して、学生に対す

る、日常の実験・研究活動を行っていくうえでの遵守事項

の周知・徹底、並びに安全・衛生意識の向上に努めてい

ます。

　また、「理工学府安全衛生委員会」には、「排水に関す

る専門委員会」「薬品および実験廃棄物に関する専門委

員会」が設けられており、それぞれ専門的な事柄に関し

て、次のような取り組みが行われています。

　まず「排水に関する専門委員会」では、下水道法に基

づく実験排水の処理および放流について、遵守すべき事

項を規定することにより、有害物質・環境項目などの排

水中への流入防止に努めており、具体的な取り組みとし

ては、大学構外へ流れ出る排水路の水質検査を毎週 1

回実施し、水質測定記録表に記録・保存するとともに、

吹田市下水道部へも報告しています。また、吹田市下水

道部による水質検査も実施されています。

　「薬品および実験廃液に関する専門委員会」では、各

種法律に基づいて、理工系学部における薬品および実

験廃棄物の取り扱いに関し、守るべき事柄を規定して、

環境保全および安全衛生の向上と適正な管理に努めて

います。

　具体的な取り組みとしては、次のようなものが挙げられ

ます。

まず「薬品関係の取り扱い」に関しては、「危険物お

よび特定危険物」「毒劇物および特定毒劇物」「特

定化学物質」に定義分けを行い、それぞれについて

管理方法を規定し、事故の防止に努めています。

各研究室等において発生した「有機系実験廃液」に

ついては、所定の処理依頼手続を経た上で、毎月第

４金曜日の１０時～１２時の間、定められた場所で回

収し、学外の産業廃棄物処理業者に処理を委託し

ています。

「無機系実験廃液（含有害物質）」の処理について

は、第２実験棟内の排水処理場において高度処理

を行い、約１／１０００に減容化したスラッジとして、

学外の産業廃棄物処理業者に処理を委託してお

り、処分地の現地確認も行っています。

　千里山学舎は１９２２

年（大正１１年）に竣工

したが、この頃の大阪

府吹田市の「千里山」

は桃林や梅林が広がる

のどかな丘陵地帯で

あった。現在、第一高

等学校や第一中学校、

関西大学会館、１００周

年記念会館などが建

つ一角は、かつて「千里

山花壇」（大正１０年北

大阪電気鉄道が開設、

昭和１３年「千里山遊

園」に改称）と呼ばれる

遊園地であり、春にな

ると、園内には桜が咲

き誇り、桃と桜の花を

楽しむ人々で大いに賑

わった。

　このように元々自然

環境に恵まれた場所に

立地する千里山キャン

パスは、１９３３年（昭和

８年）４月に「風致地区

※」に指定され、１９７０

年の都市計画法の改

正に伴う見直しを経て

今日に至っている。現

在千里山キャンパスに

は高木約５,１００本、中

木約２,４００本、竹約１

６, ６００本、低木約７３,

２００株、地被類約２,７０

０㎡、芝生約１３,８００㎡

が植栽されている。そ

の中には吹田市に指定

された保護樹木も多数

あり、吹田市内の大木

の約１０％が存在して

いる。この恵まれた自

然環境を維持するため

に高槻キャンパスと合

わせて、専門業者によ

り樹木等の管理を行っ

ている。
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● 大学での取り組み

（１）

（２）

（３）

「不要試薬」の廃棄処理については、第２実験棟で、

年に２回（６月・１２月）回収し、学外の産業廃棄物

処理業者に処理を委託しています。

「その他廃棄物」の処理に関しては、

以下のとおりです。

① ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニール）は、学

内で専用保管庫に保管しています。

② 金属関係廃棄物・コンクリート廃

材は指定された集積場で回収し、

専門業者に処理を委託しています。

③ 試薬ガラス瓶は内部を洗浄後（洗

浄廃液は不要試薬の処理方法に準

ずる）、試薬業者に返却しています。

④ 一般廃棄物（可燃物・プラスチック・

ガラス・ビン・カン・ペットボトルな

ど）は、分別回収し、専門業者に処

理を委託しています。

　以上が関西大学理工系学部における

「化学物質・薬品管理に関する現状の取り

組み」ですが、今後、さらに環境保全および

安全性を高めていくために、次のような取り

組みも計画され現在進行中です。

　冒頭でも述べましたが、「理工学府安全

衛生委員会」では、理工系学部における環

境保全と安全対策を目的としてさまざまな

規程を定め、それに則って、日常の実験・研

究活動を行うように教員および研究室に対

して呼びかけています。

　しかしながら、それらが実際確実に守ら

れ運用されているかについては、具体的に

確認作業を行っているわけではありません。

　また教員については、学生を指導する立

場としてさまざまな専門知識を有し、当然定

められた諸規程の意味するところを十分に理解できてい

ると思われますが、学生についてみると、指導を受けてい

たとしても、どこまで本当に理解できているかは未知数

です。  したがって、何度も繰返して指導し、意識の底に

植えつけていく必要があると考えます。

　実際、昨今発生した事故を検証してみますと、いずれ

も明らかに教員と学生の認識の乖離が一因となってい

ます。

　そこで「理工学府安全衛生委員会」では「安全管理

チェックシート」を作成し、各研究室に配布しています。

各研究室ではそのチェックシートを基に、月に一度、教員

と学生が一体となって安全確認作業を行っています。そし

て、定期的（計画では３カ月に一度）に安全衛生委員会と

して、各研究室を巡回し運用の実態を把握するという取

り組みが計画され、現在、実施に向けて動いています。

手引き・内規

水質分析装置

有機系実験廃液の回収風景

（４）

（５）

理工系学部

第４学舎・実験棟俯瞰図（付録）
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化学物質・薬品の管理
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　化学物質は、安全な管理に関するその取り扱いや環境

への汚染を防止するため、下表のように多くの法令で規

制されています。

　これらの化学物質は、「医薬品・医薬部外品」と「医薬

用外薬品」に大別され、高等学校および中学校の理科の

実験・観察で使用される薬品のほとんどは「医薬用外薬

品」の「試薬」に位置付けられます。化学物質・薬品の取

り扱いや保管・管理を行うためには、特に「毒物及び劇物

取締法」および「消防法」に留意する必要があります。

（１）管理責任者

　学校の化学物質・薬品は、学校長の管理下にあり、管

理責任者（理科主任）が管理しています。

（２）盗難および災害などの緊急時の連絡体制

　盗難および災害などの場合に備え、下図に示すよう

に、緊急時の連絡体制を整備しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）化学物質・薬品の購入

　化学物質・薬品を購入する際は、年間指導計画に従

い、必要量だけを購入しています。化学物質・薬品の変

質防止と危険防止のため、大量購入はしていません。

（４）保管

　危険な化学物質・薬品は、毒物及び劇物取締法、消防

法に従って保管しています。 特に、毒物および劇物は分

離保管しています。

　また、生徒はもちろん、薬品を保管している部屋への関

係者以外の入室を制限（禁止）しています。
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化学物質・薬品と法規制１

廃棄薬品・実験廃液などの処理３
● 関西大学第一高等学校・第一中学校での取り組み

（１）不要薬品や実験廃液などの廃棄に関する法令

　毒物・劇物・危険物および実験廃液などの廃棄処理

は、下表に示すような法令によって規制されています。毒

物・劇物や危険物については、専門的な業者に依頼をし

て廃棄処理を行っています。

（２）毒物・劇物・危険物の廃棄

　毒物・劇物・危険物の廃棄は、法令の定めるところ

により、勝手に下水に流したり、土中に埋めたりすること

が禁止されています。

　毒物・劇物の廃棄については、毒物及び劇物取締法

第１５条の２、毒物及び劇物取締法施行令第４０条の規

定に従い、適正に処理しています。また、危険物の廃棄に

ついては、危険物の規制に関する政令第２７条第５項の

規定に従い、適正に処理しています。

（３）実験廃液などの廃棄処理

　自然環境の保全は、人類の大きな課題のひとつとして

クローズアップされており、高等学校および中学校理科

の指導内容の中にも位置付けられています。環境汚染な

どを防止するための教育を推進していくためにも、理科

教育に携わる者の責任は今後ますます大きくなると考え

ており、実験廃液については、実験終了後の後片付けの

一環として、生徒自身の手によって分別容器に回収させ

ています。

　高等学校および中学校理科における廃液処理につい

ては、法的規制は対象外とされています。しかし、発生す

る廃水、廃棄物については積極的にその対策を講じ、環

境浄化に協力する姿勢を生徒に養うことが大切であると

考えています。

有機系廃液

◆化学物質の安全管理に関する主な法令

取り扱いに
関する法令

環境管理に
関する法令

薬事法、毒物及び劇物取締法、消防法、農
薬取締法、食品衛生法、労働安全衛生
法、高圧ガス保安法、火薬類取締法、化学
物質の審査及び製造等の規制に関する法
律（化審法）など

環境基本法、大気汚染防止法、水質汚濁
防止法、悪臭防止法、下水道法、廃棄物の
処理及び清掃に関する法律など

毒物・劇物の廃棄

危険物の廃棄

環境保全

● 毒物及び劇物取締法
● 毒物及び劇物取締法施行令

● 消防法
● 危険物の規制に関する政令
● 市町村の火災予防条例

● 環境基本法
● 水質汚濁防止法
● 水質汚濁防止法施行令

酸・アルカリ

分別 処理方法

重金属

中和してから多量の水で希釈して流す。
その際、沈殿が生じた場合は上澄み液だ
けを流す。

蒸発乾固して固体として保存して集めて
おき、専門の業者に回収を依頼する。

化学物質・薬品の管理２

発見者

管理責任者（理科主任）

学校長

警察署・消防署・
保健所など

教育委員会

重金属廃液

薬品庫

薬品庫内

実験器具
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ており、実験廃液については、実験終了後の後片付けの

一環として、生徒自身の手によって分別容器に回収させ

ています。

　高等学校および中学校理科における廃液処理につい

ては、法的規制は対象外とされています。しかし、発生す

る廃水、廃棄物については積極的にその対策を講じ、環

境浄化に協力する姿勢を生徒に養うことが大切であると

考えています。

有機系廃液

◆化学物質の安全管理に関する主な法令

取り扱いに
関する法令

環境管理に
関する法令

薬事法、毒物及び劇物取締法、消防法、農
薬取締法、食品衛生法、労働安全衛生
法、高圧ガス保安法、火薬類取締法、化学
物質の審査及び製造等の規制に関する法
律（化審法）など

環境基本法、大気汚染防止法、水質汚濁
防止法、悪臭防止法、下水道法、廃棄物の
処理及び清掃に関する法律など

毒物・劇物の廃棄

危険物の廃棄

環境保全

● 毒物及び劇物取締法
● 毒物及び劇物取締法施行令

● 消防法
● 危険物の規制に関する政令
● 市町村の火災予防条例

● 環境基本法
● 水質汚濁防止法
● 水質汚濁防止法施行令

酸・アルカリ

分別 処理方法

重金属

中和してから多量の水で希釈して流す。
その際、沈殿が生じた場合は上澄み液だ
けを流す。

蒸発乾固して固体として保存して集めて
おき、専門の業者に回収を依頼する。

化学物質・薬品の管理２

発見者

管理責任者（理科主任）

学校長

警察署・消防署・
保健所など

教育委員会

重金属廃液

薬品庫

薬品庫内

実験器具



環境教育・研究

「環境」関連科目

関西大学の環境教育

　以下では、関西大学の環境教育を３つに分けて紹介し

ていきます。

　まず、次の表が、全学および各学部で行われている環

境教育の科目・担任者一覧です。２００８年度の教養科

目改革によって、従来の教養科目は全学共通科目とな

り、科目の性格（知の発見・継承・跳躍）と教育目的（人

間性・社会性・国際性）によって分類・整理されて半期

２単位科目として提供されています。このうち環境関連

科目には、環境の倫理、エネルギーと環境、食と環境、環

境と社会、生物学などがあり、前期もしくは後期に全学部

生が履修可能です。これがいわば全学的な導入科目で

す。ほかに、学部ごとに主として上位年次を対象に提供さ

れている環境科目があります。たとえば経済学部では環

境経済学、政策創造学部では地球環境政策、総合情報

学部では環境情報論といった科目です。もちろん環境都

市工学部を擁する理工系学部では、環境関連科目が多

く、非常に充実しています。これに比べると文系学部はか

なり環境関連科目の数が少なくなっていますが、その分、

環境を系統的に学ぶ上では演習（ゼミ）が重要な役割を

果たしています。環境自体を演習のテーマとして掲げてい

るものはあまり多くはありませんが、たとえば環境法、環

境会計、環境経営、環境ビジネス、環境経済、環境倫理、

環境運動等を学ぶことができる演習があります。

　次に、環境関連科目のシラバスを１００字程度の要約し

たものも掲載しています。講義のすべてを掲載しているわ

けではありませんし、演習（ゼミ）はここでは対象にしてい

ませんが、総合大学のメリットを活かしさまざまな内容の

講義が開催されていることがわかります。学部の後に大

学院の環境関連科目のシラバスも掲載しましたが、特定

の研究科への偏りが見られます。これは、大学院生は学

部生ほど多くないこと、そのために講義もフレキシブルに

開催され、毎年開講されるとは限らないこと等にも因る

ものと思われます。

　最後に、科目の側からではなく、それを実際に担当され

ている先生方の側からということで、先生方ご自身に研

究や教育方針などを紹介して頂くようにインタビューした

ものを掲載しました。それぞれの先生方の研究実績や教

育方針等だけではなく、環境や学生に対する熱い思いを

お読み取り頂ければと思います。

Education and research to environment

Education and research
to environment
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科目名

環境の倫理

人類紀の環境変動

生物と環境

エネルギーと環境

食と環境

環境と社会

地域の資源を知ろう

食べ物を科学する

バイオサイエンス

倫理学（環境の倫理）

地学（人類紀の環境変動）

生物学（生物と環境）

生物学（生物と環境）

科学技術論（エネルギーと環境）

環境計画学 

地理学・地域環境学基礎演習

学びの扉（地理学地域環境学）

地理学・地域環境学調査研究法ａ

地理学・地域環境学調査研究法ｂ

知へのパスポート１ａ（地理学地域環境学）

知へのパスポート１ｂ（地理学地域環境学）

環境地理研究ａ

環境地理研究ｂ

開講

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

教養科目

教養科目

教養科目

教養科目

教養科目

法学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

担任者

木岡　伸夫

桑原　希世子

中島　拓男

鈴木　俊光

若森　章孝 ほか

木庭　元晴 ほか

大槻　恵美

吉田　宗弘

老川　典夫

木岡　伸夫

桑原　希世子

中島　拓男

松村　吉信

鈴木　俊光

小谷　克己 ほか

高橋　誠一

高橋　誠一

伊東　理 ほか

水田　憲志 ほか

野間　晴雄

伊東　理

紀本　岳志 ほか

細谷　和海

所属

文学部

非常勤講師

非常勤講師

環境都市工学部

経済学部 ほか

文学部 ほか

非常勤講師

化学生命工学部

化学生命工学部

文学部

非常勤講師

非常勤講師

化学生命工学部

環境都市工学部

非常勤講師 ほか

文学部

文学部

文学部 ほか

非常勤講師 ほか

文学部

文学部

非常勤講師 ほか

非常勤講師

単位

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

科目名

環境経済学

基礎演習１

基礎演習１

基礎演習１

基礎演習１

経済学演習２

経済学演習２

経済学演習３

経済学演習３

経済学演習４

経済学演習４

環境と経済

環境とビジネス

環境社会デザイン１

環境社会デザイン２

産業社会環境論１

産業社会環境論２

基礎演習

地球環境政策

環境情報論

エネルギー・環境論

建築環境学特論

環境システム学特論

水圏環境学特論

地盤環境工学特論

環境調和材料特論

環境微生物工学特論１

建築環境工学１

建築環境工学２

建築環境工学３

建築環境工学４

建築と地球環境論

環境工学１

環境工学２

環境デザイン実習

環境熱工学

環境プロセス工学

建築環境工学演習

建築環境工学実験

環境計画学

沿岸環境工学

流域環境工学

環境計画学演習

環境保全工学

環境地盤工学

環境微生物工学

生物環境工学

環境化学

社会環境適応材料

開講

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

商学部

社会学部

社会学部

社会学部

社会学部

社会学部

社会学部

政策創造学部

総合情報学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

担任者

新熊　隆嘉

樫原　正澄

新熊　隆嘉

良永　康平

新熊　隆嘉

樫原　正澄

良永　康平

樫原　正澄

良永　康平

樫原　正澄

良永　康平

早川　光俊

宮崎　猛

井上　尚之

井上　尚之

井上　尚之

井上　尚之

橋本　敬造

奥　和義 ほか

青山　千彰

鈴木　直

原　直也

青山　勲

島田　広昭

楠見　晴重

鶴田　浩章

小幡　斉

原　直也

河井　康人

原　直也

宮崎　ひろ志

三浦　康夫

加藤　悟

加藤　悟

尾﨑　平

伊与木　茂樹

室山　勝彦

河井　康人 ほか

河井　康人 ほか

小谷　克己 ほか

島田　広昭

石垣　泰輔

小谷　克己 ほか

室山　勝彦 ほか

釜井　俊孝

小幡　斉

藤田　正憲

吉田　宗弘

池田　勝彦

所属

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

社会学部

政策創造学部 ほか

総合情報学部 

システム理工学部

環境都市工学部

非常勤講師

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部 ほか

非常勤講師 ほか

環境都市工学部

環境都市工学部

非常勤講師 ほか

環境都市工学部 ほか

非常勤講師

化学生命工学部

客員教授

化学生命工学部

化学生命工学部

単位

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

1

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

２００８年度現在



環境教育・研究

「環境」関連科目

関西大学の環境教育

　以下では、関西大学の環境教育を３つに分けて紹介し

ていきます。

　まず、次の表が、全学および各学部で行われている環

境教育の科目・担任者一覧です。２００８年度の教養科

目改革によって、従来の教養科目は全学共通科目とな

り、科目の性格（知の発見・継承・跳躍）と教育目的（人

間性・社会性・国際性）によって分類・整理されて半期

２単位科目として提供されています。このうち環境関連

科目には、環境の倫理、エネルギーと環境、食と環境、環

境と社会、生物学などがあり、前期もしくは後期に全学部

生が履修可能です。これがいわば全学的な導入科目で

す。ほかに、学部ごとに主として上位年次を対象に提供さ

れている環境科目があります。たとえば経済学部では環

境経済学、政策創造学部では地球環境政策、総合情報

学部では環境情報論といった科目です。もちろん環境都

市工学部を擁する理工系学部では、環境関連科目が多

く、非常に充実しています。これに比べると文系学部はか

なり環境関連科目の数が少なくなっていますが、その分、

環境を系統的に学ぶ上では演習（ゼミ）が重要な役割を

果たしています。環境自体を演習のテーマとして掲げてい

るものはあまり多くはありませんが、たとえば環境法、環

境会計、環境経営、環境ビジネス、環境経済、環境倫理、

環境運動等を学ぶことができる演習があります。

　次に、環境関連科目のシラバスを１００字程度の要約し

たものも掲載しています。講義のすべてを掲載しているわ

けではありませんし、演習（ゼミ）はここでは対象にしてい

ませんが、総合大学のメリットを活かしさまざまな内容の

講義が開催されていることがわかります。学部の後に大

学院の環境関連科目のシラバスも掲載しましたが、特定

の研究科への偏りが見られます。これは、大学院生は学

部生ほど多くないこと、そのために講義もフレキシブルに

開催され、毎年開講されるとは限らないこと等にも因る

ものと思われます。

　最後に、科目の側からではなく、それを実際に担当され

ている先生方の側からということで、先生方ご自身に研

究や教育方針などを紹介して頂くようにインタビューした

ものを掲載しました。それぞれの先生方の研究実績や教

育方針等だけではなく、環境や学生に対する熱い思いを

お読み取り頂ければと思います。

Education and research to environment

Education and research
to environment

31  関西大学環境報告書２００８ 関西大学環境報告書２００８   32

科目名

環境の倫理

人類紀の環境変動

生物と環境

エネルギーと環境

食と環境

環境と社会

地域の資源を知ろう

食べ物を科学する

バイオサイエンス

倫理学（環境の倫理）

地学（人類紀の環境変動）

生物学（生物と環境）

生物学（生物と環境）

科学技術論（エネルギーと環境）

環境計画学 

地理学・地域環境学基礎演習

学びの扉（地理学地域環境学）

地理学・地域環境学調査研究法ａ

地理学・地域環境学調査研究法ｂ

知へのパスポート１ａ（地理学地域環境学）

知へのパスポート１ｂ（地理学地域環境学）

環境地理研究ａ

環境地理研究ｂ

開講

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

教養科目

教養科目

教養科目

教養科目

教養科目

法学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

文学部

担任者

木岡　伸夫

桑原　希世子

中島　拓男

鈴木　俊光

若森　章孝 ほか

木庭　元晴 ほか

大槻　恵美

吉田　宗弘

老川　典夫

木岡　伸夫

桑原　希世子

中島　拓男

松村　吉信

鈴木　俊光

小谷　克己 ほか

高橋　誠一

高橋　誠一

伊東　理 ほか

水田　憲志 ほか

野間　晴雄

伊東　理

紀本　岳志 ほか

細谷　和海

所属

文学部

非常勤講師

非常勤講師

環境都市工学部

経済学部 ほか

文学部 ほか

非常勤講師

化学生命工学部

化学生命工学部

文学部

非常勤講師

非常勤講師

化学生命工学部

環境都市工学部

非常勤講師 ほか

文学部

文学部

文学部 ほか

非常勤講師 ほか

文学部

文学部

非常勤講師 ほか

非常勤講師

単位

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

科目名

環境経済学

基礎演習１

基礎演習１

基礎演習１

基礎演習１

経済学演習２

経済学演習２

経済学演習３

経済学演習３

経済学演習４

経済学演習４

環境と経済

環境とビジネス

環境社会デザイン１

環境社会デザイン２

産業社会環境論１

産業社会環境論２

基礎演習

地球環境政策

環境情報論

エネルギー・環境論

建築環境学特論

環境システム学特論

水圏環境学特論

地盤環境工学特論

環境調和材料特論

環境微生物工学特論１

建築環境工学１

建築環境工学２

建築環境工学３

建築環境工学４

建築と地球環境論

環境工学１

環境工学２

環境デザイン実習

環境熱工学

環境プロセス工学

建築環境工学演習

建築環境工学実験

環境計画学

沿岸環境工学

流域環境工学

環境計画学演習

環境保全工学

環境地盤工学

環境微生物工学

生物環境工学

環境化学

社会環境適応材料

開講

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

商学部

社会学部

社会学部

社会学部

社会学部

社会学部

社会学部

政策創造学部

総合情報学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

担任者

新熊　隆嘉

樫原　正澄

新熊　隆嘉

良永　康平

新熊　隆嘉

樫原　正澄

良永　康平

樫原　正澄

良永　康平

樫原　正澄

良永　康平

早川　光俊

宮崎　猛

井上　尚之

井上　尚之

井上　尚之

井上　尚之

橋本　敬造

奥　和義 ほか

青山　千彰

鈴木　直

原　直也

青山　勲

島田　広昭

楠見　晴重

鶴田　浩章

小幡　斉

原　直也

河井　康人

原　直也

宮崎　ひろ志

三浦　康夫

加藤　悟

加藤　悟

尾﨑　平

伊与木　茂樹

室山　勝彦

河井　康人 ほか

河井　康人 ほか

小谷　克己 ほか

島田　広昭

石垣　泰輔

小谷　克己 ほか

室山　勝彦 ほか

釜井　俊孝

小幡　斉

藤田　正憲

吉田　宗弘

池田　勝彦

所属

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

経済学部

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

社会学部

政策創造学部 ほか

総合情報学部 

システム理工学部

環境都市工学部

非常勤講師

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部 ほか

非常勤講師 ほか

環境都市工学部

環境都市工学部

非常勤講師 ほか

環境都市工学部 ほか

非常勤講師

化学生命工学部

客員教授

化学生命工学部

化学生命工学部

単位

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

1

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

２００８年度現在



Education and research
to environment環境教育・研究

Education and research to environment

33  関西大学環境報告書２００８ 関西大学環境報告書２００８   34

科目名

環境化学

環境工学

環境学

建築環境工学概論

環境有機化学

建築光環境学

建設環境材料学

地球環境と建築

入門エネルギー環境学

都市環境学概論

環境化学ディスカッション

環境分析化学

地球環境工学

自然環境学特殊研究Ａ　講義

自然環境学特殊研究Ｂ　講義

人間環境学研究Ａ　講義

人間環境学研究Ｂ　講義

地域環境学研究Ａ　講義

地域環境学研究Ｂ　講義

自然環境学研究　講義

自然環境学研究Ａ　講義

自然環境学研究Ｂ　講義

エネルギー・環境論

建築環境学特論

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1 

都市環境工学ゼミナール1 

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール2

都市環境工学ゼミナール2

都市環境工学ゼミナール2

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3

都市環境工学ゼミナール 4 

都市環境工学ゼミナール 4 

都市環境工学ゼミナール 4 

都市環境工学ゼミナール 4  

開講

工学部

システム理工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

担任者

荒川　隆一

惣田　訓

青山　勲

原　直也

白岩　正

原　直也

豊福　俊英

宮崎　ひろ志

岡田　芳樹 ほか

楠見　晴重 ほか

室山　勝彦 ほか

小田　廣和

石垣　泰輔 ほか

楠見　晴重

楠見　晴重

木岡　伸夫 ほか

木岡　伸夫 ほか

宮崎　猛

細谷　和海

松下　まり子

松下　まり子

宇井　忠英

鈴木　直

原　直也

坂野　昌弘

西形　達明

石垣　泰輔

鶴田　浩章

島田　広昭

堂垣　正博

楠見　晴重

北詰　恵一

坂野　昌弘

西形　達明

石垣　泰輔

鶴田　浩章

島田　広昭

堂垣　正博

楠見　晴重

北詰　恵一

石垣　泰輔

鶴田　浩章

堂垣　正博

楠見　晴重

北詰　恵一

石垣　泰輔

鶴田　浩章

堂垣　正博

楠見　晴重

所属

化学生命工学部

非常勤講師

非常勤講師

環境都市工学部

化学生命工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部

環境都市工学部

文学部 ほか

文学部 ほか

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

システム理工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

単位

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

科目名

都市環境工学ゼミナール 4 

都市環境工学ゼミナール 5

都市環境工学ゼミナール 6

都市環境工学ゼミナール7

都市環境工学ゼミナール 8

環境システム学特論

水圏環境学特論

地盤環境工学特論

環境調和材料特論

建築環境デザイン特論1

建築環境デザイン特論 2

環境材料学特論1

環境材料学特論 2

環境微生物工学特論1

環境微生物工学特論 2

水圏環境学特論

地球環境再生生産プロセス

環境法

法と環境

開講

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

法務研究科

法務研究科

担任者

北詰　恵一

坂野　昌弘

坂野　昌弘

石垣　泰輔

石垣　泰輔

青山　勲

島田　広昭

楠見　晴重

鶴田　浩章

江川　直樹

江川　直樹

池田　勝彦

池田　勝彦

小幡　斉

小幡　斉

藤田　正憲

山本　秀樹

山村　恒年

竹下　賢

所属

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

非常勤講師

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

化学生命工学部

化学生命工学部

化学生命工学部

客員教授

環境都市工学部

非常勤講師

法務研究科

単位

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

学部の環境教育
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科目名

環境化学

環境工学

環境学

建築環境工学概論

環境有機化学

建築光環境学

建設環境材料学

地球環境と建築

入門エネルギー環境学

都市環境学概論

環境化学ディスカッション

環境分析化学

地球環境工学

自然環境学特殊研究Ａ　講義

自然環境学特殊研究Ｂ　講義

人間環境学研究Ａ　講義

人間環境学研究Ｂ　講義

地域環境学研究Ａ　講義

地域環境学研究Ｂ　講義

自然環境学研究　講義

自然環境学研究Ａ　講義

自然環境学研究Ｂ　講義

エネルギー・環境論

建築環境学特論

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1 

都市環境工学ゼミナール1 

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール1

都市環境工学ゼミナール2

都市環境工学ゼミナール2

都市環境工学ゼミナール2

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール2 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3 

都市環境工学ゼミナール 3

都市環境工学ゼミナール 4 

都市環境工学ゼミナール 4 

都市環境工学ゼミナール 4 

都市環境工学ゼミナール 4  

開講

工学部

システム理工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

担任者

荒川　隆一

惣田　訓

青山　勲

原　直也

白岩　正

原　直也

豊福　俊英

宮崎　ひろ志

岡田　芳樹 ほか

楠見　晴重 ほか

室山　勝彦 ほか

小田　廣和

石垣　泰輔 ほか

楠見　晴重

楠見　晴重

木岡　伸夫 ほか

木岡　伸夫 ほか

宮崎　猛

細谷　和海

松下　まり子

松下　まり子

宇井　忠英

鈴木　直

原　直也

坂野　昌弘

西形　達明

石垣　泰輔

鶴田　浩章

島田　広昭

堂垣　正博

楠見　晴重

北詰　恵一

坂野　昌弘

西形　達明

石垣　泰輔

鶴田　浩章

島田　広昭

堂垣　正博

楠見　晴重

北詰　恵一

石垣　泰輔

鶴田　浩章

堂垣　正博

楠見　晴重

北詰　恵一

石垣　泰輔

鶴田　浩章

堂垣　正博

楠見　晴重

所属

化学生命工学部

非常勤講師

非常勤講師

環境都市工学部

化学生命工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部

環境都市工学部 ほか

環境都市工学部

環境都市工学部

文学部 ほか

文学部 ほか

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師
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Education and research
to environment

　正門から入ってすぐ左手の坂を上ると、クスノキ

の古木が迎えてくれます。 その向こうに青空を切っ

て博物館があります。 この左手に新しい茶色の４

階建て。これが｢なにわ・大阪文化遺産学研究セン

ター｣です。この裏手に回ると、青々と茂る葉の間に

キュウリやカボチャが下がっています。研究セン

ターに野菜畑。環境保全と関連があるに違いない

と直感し、その長、　橋教授にお聞きしました。

　世界の栽培植物の分布は人の移動の結果。なに

わの、かろうじて生き残った栽培植物は「なにわ伝

統野菜」と称されますが、これをなにわ・大阪文化

遺産学研究センターは文化遺産学なるものの俎上

にあげました。伝統野菜となってしまったのは、食

の近代化の結果らしいです。スーパーマーケットに

並ぶ大根などの野菜たちは、同じ顔をし、概して甘

く、整っています。市場の要請に応じて、長期にわ

たって大量に供給されます。なにわ伝統野菜は、同

じ畑からであっても、顔は不揃いで、硬くて苦かった

りします。市場の論理に合っていません。個性が強

いことが近代的な市場の論理に対応できなかった

ということです。

　さて、伝統野菜は育つ場によって異なる個性を示

します。野沢村健命寺の八代住職が、１７５６年（宝暦

６年）京都に遊学した際、天王寺カブラの種子を持

ち帰って、寺の畑に植えました。葉柄、茎丈の大きい

カブラとは思えない野菜が出現しました。高冷地の

風土が野沢菜に化けさせたとされます（遺伝学的

には検討を要しますが）。この野沢菜漬けは全国区

に成長しています。

　伝統野菜は個性が強いので、野沢菜を生み出し

ました。そういう潜在力を持っています。なにわ伝

統野菜を栽培大系を含めて記録します。さらに学

校教育の文化財教育、食教育に生かします。文化遺

産として顕彰し、地域の振興にも生かします。そう

いう地道な活動をしてこられた人々に集まって貰っ

て情報交換をして、普及活動の一助になればとい

う活動をなにわ・大阪文化遺産学研究センターは

実現していくということでした。

　本来持っている長い時間に培われた文化資源の

個性を生かします。個の多様性を保持します。この

活動は、関西大学がめざす環境保全の活動の一例

として掲載する価値ありと考えられるのです。

環境教育・研究

　竹下教授の専門は法哲学です。法の効力根拠は

何かといった法をめぐる根本問題を研究されてお

り、『法　その存在と効力』（ミネルヴァ書房、１９８５）

の主著があります。また、並行してここ２０年ほど、

環境法思想の分野に取り組んでおられます。前者

の研究姿勢は、恩師である故加藤新平（元京都大

学名誉教授　元日本学士院会員）にあるといいま

す。ドイツの環境法思想の研究姿勢については、

ハッソ・ホフマンに影響されているとのことです。 

　環境法思想の主たる研究テーマとしては環境国

家論があります。ドイツの環境法学で展開された

環境国家論に示唆を受けて、近代社会が自由国家

から社会（福祉）国家への移行を正当化したように、

社会国家から環境国家への移行を理論的に基礎づ

けようとされています。こうした議論では、侵害

規制から環境保全へ、開発から共生へ、権利思想

から責任思想へといったパラダイム転換が重要に

なるといいます。恩師同様、竹下教授は法哲学会

理事長も歴任されておられます。

　学者としてすぐれた業績を上げてきた竹下教授

ですが、他の分野にも大いに興味を持たれていま

す。環境問題の具体的な解決には比較文化論の観

点が不可欠であるといい、この考えから、温泉大

国日本の温泉を環境公共財として見直すことに思

い至り、温泉学会会長を引き受けられています。
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環境法思想に取り組んで
竹下  賢 教授
〈 法 学 部 〉

環境教育・研究の
事例紹介　 インタビュー

01
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04
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06
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08

太陽電池の高性能化にむけて
● 中村  和広 准教授 〈システム理工学部〉

環境保全工学から低炭素社会を考える
● 室山  勝彦 教授 〈環境都市工学部〉

防災の観点から環境を考える
● 石垣  泰輔 教授 〈環境都市工学部〉

化学物質と地球環境
● 坂口  聡 准教授 〈化学生命工学部〉

環境法思想に取り組んで
● 竹下  賢 教授 〈法学部〉

環境教育および研究に積極的に取り組んでいる教員にインタビューを行いました。

なにわの伝統野菜を栽培して
● 　橋  　博 教授 〈文学部〉

持続可能な環境経済・社会を統計から考える
● 良永  康平 教授 〈経済学部〉

環境会計研究と教育
● 笹倉  淳史 教授 〈商学部〉
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なにわの伝統野菜を栽培して
　橋  　博 教授
〈 文 学 部 〉

02
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　早くから環境問題

に取り組み、吹田市

役所に協力して『エ

コプレス』を定期的

に発行したり、関西

大学生協の『書評』に

環境問題の投稿をし

たりと、経済学部で

も積極的に環境教育

を導入されている良

永教授（経済学部）のゼミを取材しました。

　良永教授のゼミでは、地球環境問題全般を対象

に、たとえばエネルギーと地球温暖化問題、廃棄物

とリサイクル問題、食を巡る環境問題、水の循環と

酸性雨問題などを、環境に関する諸統計を用いなが

ら考察されています。 ゼミの具体的な問題意識と

しては、たとえば「ドイツはＣＯ２が減少し続けてい

るのに、日本はなぜ増加し続けているのか」、「排出

権取引やクリーン開発メカニズムとはどんな方法

か、その効果はあるのか」、「注目を集めているバイ

オエタノールとはどのようなものか」、「ＥＵや日本

の廃棄物処理はどうなっているか」、「環境税は環

境・経済にどのような影響をもたらすか」、「水の循

環はどうなっているか」、「森林の環境上の役割は何

か、日本にダムはまだ必要なのだろうか」、「ＬＣＡと

はなにか、どのように計算しているのか」、「なぜドイ

ツが環境先進国と言われるのか」、「日本の食生活

が抱える環境上の問題点は何か」などだそうです。

　毎年、テキストを１０冊ぐらい読みながら環境の現

状や問題点を広く知り、３年次生の後半には特定の

テーマに絞った議論を行い、秋の経済学部ゼミナー

ル大会に臨み、環境問題のプレゼンテーションと

ディベートを行っています。出場のテーマは、２００８

年が「関大から関西のゴミを考える」、２００７年は「持

続可能なフードシステム」、２００６年は「地球温暖化

問題」、２００５年は「大学と環境問題」、２００４年は「グ

ローバル化と環境問題」、２００３年は「健全な水循環

社会をめざして」と多岐にわたっています。

　このように輪読と議論が中心ですが、環境問題は

書物の知識だけではだめだという思いと、学生たち

の自主性・社会性を涵養するという目的で、学生を

主体に見学会や聞き取り調査、合宿などを度々行っ

て環境問題への認識を深めているそうです。毎年、

ゼミ生が企画して廃棄物処理施設や風力発電施設、

太陽光パネル工場、柴島浄水場などを見学したり、

リサイクルフェアーやエコ・クッキングなどに参加

したりしています。また自発的に「エコ検定（環境社

会検定試験）」を受験し、受験したゼミ生のほとんど

が合格しています（通算約５０人）。地球温暖化を主

題とした映画「不都合な真実」(An Inconvenient 

Truth) や「アース」、ファーストフードの危険性を指

摘した映画「スーパーサイズミー」等も鑑賞し、また

吹田市役所と協力して『エコプレス』という小冊子を

吹田市民に向けて年４回発行したり、生協が年２度

刊行している『書評』に環境問題で投稿したりと、非

常に積極的に環境活動をされています。

　学生生活の最後となる４年次生は、社会に出てか

らも役立つようにと環境ビジネス（環境と金融、Ｃ

ＳＲ、ＩＳＯ、排出権取引など）の学習をし、ゼミ生

たちは大学時代の総まとめとして卒論の作成を

行っているそうです。

　地球温暖化阻止等に象徴されるような地球環境

の保全が地球人類全体の課題とされる時代におい

て、地球環境に大きな負担をかける産業の担い手

である企業の新たなあり方が問われています。企業

の活動及び製品・サービスが環境負荷を与えると

すれば、その環境負荷を可能な限り最小化するよう

な経営で、企業経営の１つの目的である「利潤の最

大化」を両立する経営を環境配慮型経営といいま

す。多くの企業は環境配慮型経営の内容を開示す

る手段として環境報告書を利用しています。環境報

告書は法的義務ではありませんが、企業が独自に

発行する環境に関わる企業活動報告書で、１，０００社

以上が発行しています。この環境報告書および環

境会計に関するガイドラインも環境省から発行さ

れています。 笹倉教授が検討されているのは、この

ガイドラインの環境会計情報の公開についてだそ

うです。

　環境会計の機能のうち、企業などの環境保全へ

の取り組みを定量的に測定した結果を開示するこ

とによって、消費者や投資者、地域住民などの外部

の利害関係者の意思決定に影響を及ぼす機能を外

部機能といい、環境保全コストの管理や環境保全

対策のコスト対効果の分析を可能にして、適切な経

営判断を通じて効率的かつ効果的な環境保全への

取り組みを促す機能を内部機能といいます。笹倉

教授が主に研究しているのは外部機能の側で、環境

会計情報を環境報告書を通じて環境保全への取り

組み姿勢や具体的な対応などと併せて公表するこ

とによって、企業等の環境保全の取り組みを利害関

係者に伝達するために有効で、その公表は企業な

どの社会的信頼を高め、社会的評価を確立していく

ことにつながります。企業外部の消費者、投資家、

地域住民等に対して企業の環境に関する説明責任

を果たすと同時に、環境保全の観点も含めた、より

適切な企業評価に寄与することができま

す。また、最近では排出権取引の会計にも

御興味を持っておられるそうです。

　演習では、研究論文（卒業論文）で、毎年

１～２人の学生が環境会計をそのテーマ

として取り上げています。 また講義では、

会計学概論（商学部会計スタッフが輪番で

担当）で採用している教科書（明神信夫、

笹倉淳史、水野一郎編著『アカウンティン

グ　三訂版』同文舘出版）の第９章「会計

情報と環境」を使用されています。

　商学部では、その重要性を鑑み「環境会

計」が２単位の講義科目として設置されて

います（隔年開講で担当者は年によって異

なる）。また、関西大学では管理会計的観

点から水野一郎教授（商学部）、マテリアル

フローコスト会計の観点から中嶌道靖教

授（商学部）、ディスクロージャーの観点か

ら松尾聿正教授（会計専門職大学院）が環

境会計の研究をされています。
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Education and research
to environment環境教育・研究

　早くから環境問題

に取り組み、吹田市

役所に協力して『エ

コプレス』を定期的

に発行したり、関西

大学生協の『書評』に

環境問題の投稿をし

たりと、経済学部で

も積極的に環境教育

を導入されている良

永教授（経済学部）のゼミを取材しました。

　良永教授のゼミでは、地球環境問題全般を対象

に、たとえばエネルギーと地球温暖化問題、廃棄物

とリサイクル問題、食を巡る環境問題、水の循環と

酸性雨問題などを、環境に関する諸統計を用いなが

ら考察されています。 ゼミの具体的な問題意識と

しては、たとえば「ドイツはＣＯ２が減少し続けてい

るのに、日本はなぜ増加し続けているのか」、「排出

権取引やクリーン開発メカニズムとはどんな方法

か、その効果はあるのか」、「注目を集めているバイ

オエタノールとはどのようなものか」、「ＥＵや日本

の廃棄物処理はどうなっているか」、「環境税は環

境・経済にどのような影響をもたらすか」、「水の循

環はどうなっているか」、「森林の環境上の役割は何

か、日本にダムはまだ必要なのだろうか」、「ＬＣＡと

はなにか、どのように計算しているのか」、「なぜドイ

ツが環境先進国と言われるのか」、「日本の食生活

が抱える環境上の問題点は何か」などだそうです。

　毎年、テキストを１０冊ぐらい読みながら環境の現

状や問題点を広く知り、３年次生の後半には特定の

テーマに絞った議論を行い、秋の経済学部ゼミナー

ル大会に臨み、環境問題のプレゼンテーションと

ディベートを行っています。出場のテーマは、２００８

年が「関大から関西のゴミを考える」、２００７年は「持

続可能なフードシステム」、２００６年は「地球温暖化

問題」、２００５年は「大学と環境問題」、２００４年は「グ

ローバル化と環境問題」、２００３年は「健全な水循環

社会をめざして」と多岐にわたっています。

　このように輪読と議論が中心ですが、環境問題は

書物の知識だけではだめだという思いと、学生たち

の自主性・社会性を涵養するという目的で、学生を

主体に見学会や聞き取り調査、合宿などを度々行っ

て環境問題への認識を深めているそうです。毎年、

ゼミ生が企画して廃棄物処理施設や風力発電施設、

太陽光パネル工場、柴島浄水場などを見学したり、

リサイクルフェアーやエコ・クッキングなどに参加

したりしています。また自発的に「エコ検定（環境社

会検定試験）」を受験し、受験したゼミ生のほとんど

が合格しています（通算約５０人）。地球温暖化を主

題とした映画「不都合な真実」(An Inconvenient 

Truth) や「アース」、ファーストフードの危険性を指

摘した映画「スーパーサイズミー」等も鑑賞し、また

吹田市役所と協力して『エコプレス』という小冊子を

吹田市民に向けて年４回発行したり、生協が年２度

刊行している『書評』に環境問題で投稿したりと、非

常に積極的に環境活動をされています。

　学生生活の最後となる４年次生は、社会に出てか

らも役立つようにと環境ビジネス（環境と金融、Ｃ

ＳＲ、ＩＳＯ、排出権取引など）の学習をし、ゼミ生

たちは大学時代の総まとめとして卒論の作成を

行っているそうです。

　地球温暖化阻止等に象徴されるような地球環境

の保全が地球人類全体の課題とされる時代におい

て、地球環境に大きな負担をかける産業の担い手

である企業の新たなあり方が問われています。企業

の活動及び製品・サービスが環境負荷を与えると

すれば、その環境負荷を可能な限り最小化するよう

な経営で、企業経営の１つの目的である「利潤の最

大化」を両立する経営を環境配慮型経営といいま

す。多くの企業は環境配慮型経営の内容を開示す

る手段として環境報告書を利用しています。環境報

告書は法的義務ではありませんが、企業が独自に

発行する環境に関わる企業活動報告書で、１，０００社

以上が発行しています。この環境報告書および環

境会計に関するガイドラインも環境省から発行さ

れています。 笹倉教授が検討されているのは、この

ガイドラインの環境会計情報の公開についてだそ

うです。

　環境会計の機能のうち、企業などの環境保全へ

の取り組みを定量的に測定した結果を開示するこ

とによって、消費者や投資者、地域住民などの外部

の利害関係者の意思決定に影響を及ぼす機能を外

部機能といい、環境保全コストの管理や環境保全

対策のコスト対効果の分析を可能にして、適切な経

営判断を通じて効率的かつ効果的な環境保全への

取り組みを促す機能を内部機能といいます。笹倉

教授が主に研究しているのは外部機能の側で、環境

会計情報を環境報告書を通じて環境保全への取り

組み姿勢や具体的な対応などと併せて公表するこ

とによって、企業等の環境保全の取り組みを利害関

係者に伝達するために有効で、その公表は企業な

どの社会的信頼を高め、社会的評価を確立していく

ことにつながります。企業外部の消費者、投資家、

地域住民等に対して企業の環境に関する説明責任

を果たすと同時に、環境保全の観点も含めた、より

適切な企業評価に寄与することができま

す。また、最近では排出権取引の会計にも

御興味を持っておられるそうです。

　演習では、研究論文（卒業論文）で、毎年

１～２人の学生が環境会計をそのテーマ

として取り上げています。 また講義では、

会計学概論（商学部会計スタッフが輪番で

担当）で採用している教科書（明神信夫、

笹倉淳史、水野一郎編著『アカウンティン

グ　三訂版』同文舘出版）の第９章「会計

情報と環境」を使用されています。

　商学部では、その重要性を鑑み「環境会

計」が２単位の講義科目として設置されて

います（隔年開講で担当者は年によって異

なる）。また、関西大学では管理会計的観

点から水野一郎教授（商学部）、マテリアル

フローコスト会計の観点から中嶌道靖教

授（商学部）、ディスクロージャーの観点か

ら松尾聿正教授（会計専門職大学院）が環

境会計の研究をされています。
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Education and research
to environment

　２００９年度から「低炭素社会への道」という全学共

通科目が開講予定と聞きました。この科目は、２１世

紀において低炭素社会を実現し「持続可能な発展

の社会」にソフトランディングさせるための筋道に

ついて、環境技術的側面と社会基盤の経済的側面

から考えるため、工学と経済学分野の教員の協力

で実施するものです。開講を中心となって進めてき

た環境都市工学部の室山勝彦教授を訪ねました。

　室山教授は関西大学着任後、環境技術関係の専

門科目を受け持ってきました。着任当時の工学部で

の環境教育といえば、公害防止のための環境保全

技術を教えることでした。しかし、地球環境の悪化

とともに、グローバルな視点からの環境問題に世界

的関心が高まり、地球環境の悪化を

抑制するための国際会議が開催さ

れ、フロン規制のように国際的枠組

みでの対策が進められるようになり

ました。日本は先進国の中でも環境

保全や省エネルギー技術が進んで

います。そして環境基本法や循環型

社会形成基本法などのすぐれた法

体系の下で、従来の大量生産・大量

消費・大量廃棄型の物質利用拡大

一辺倒の社会が否定され、廃棄資

源の再生・循環利用によって環境

負荷を最小化する循環型社会が提

唱されています。そこで、最近の地

球環境問題に起因する環境政策の変化を教育に取

り入れ、環境倫理の問題も含めて、技術者の環境問

題への取り組みを教える必要が生じています。室山

教授は、環境保全工学という科目で、環境保全工学

と技術者倫理、環境基本法と循環型社会形成基本

法の目指す低環境負荷型の未来社会、地球規模の

大気環境問題、省エネルギー、二酸化炭素排出削減

と地球環境、廃棄物処理と資源リサイクルを話題と

して講義されています。環境都市工学部では、様々

な環境保全に関する科目があり、総合的に環境保

全についての知識が得られます。ただ、昨今の環境

問題の進展は著しく、その変化に合わせて講義内

容を準備するのは大変なようです。

　環境都市工学部では、丹波市をフィールドとする

諸経験を重視した教育プログラムとして現代ＧＰ

「農山村集落との交流型定住による故郷づくり」を

実施しています。室山教授は、同学部のエネルギー・

環境工学科の教育プログラム、「地域再生（丹波）」

に、山間地の活性化をテーマとする「バイオマスタ

ウン構想と地域再生－バイオマスの利活用による

地域循環型社会の構築－」を提供されています。

　
※下の写真（毎日新聞社提供：２００８年９月９日大阪版「なにわ

アカデミー 過疎の街への定住促進」）は講義の１シーンです。

　半導体物性工学という専門分野なのに、エネル

ギーや環境問題を背景とする「太陽電池」という

テーマにこだわる先生がシステム理工学部にいる

と聞き、訪ねてみました。システム理工学部の中村

准教授です。技術的に可能になったことでも、自然

からしっぺ返しをくらう要素が含まれていないか

を常に考えるという、理工系には珍しい、科学技術

の発展に対する慎重派の先生でした。先生のお言

葉を借りれば「大自然に対する畏敬の念が強すぎ

るのだ」ということだそうです。

　中村准教授は、小さい頃より昆虫や植物など自然

に強い関心があり、高度成長時代で、公害も身近で

あり、光化学スモッグで屋外へ出られない状況や、

採集や観察の場だった原っぱや土手が高層ビルや

コンクリートに変化するという状況が、悔しかった

そうです。中村准教授の人生の方向を決めたのは、

高校生のとき、旧ソ連で起こったチェルノブイリ原

発事故でした。それを機に、「人類は何をやっている

のだ！」という怒りを原動力に、「エネルギーが必要

なら、持続可能な循環型社会になじむ太陽光発電

が最有力候補ではないか」との結論に達し、人生を

かけて取り組む決意をされました。大学生になり大

学院に進んだ後も、この姿勢は一貫していました。

　太陽電池の高性能化には「高効率化」と「低コスト

化」の２つのアプローチがあります。すでにシリコン

太陽電池単独では高効率化の限界にあったので、

大学院生時代は、インジウムガリウムリンやガリウ

ム砒素リンなどの化合物半導体とシリコンを組み

合わせた超高効率タンデム太陽電池を研究されま

した。しかし、シリコンと他の物質の組み合わせで

高効率化をめざす場合、有害元素や希少元素を用

いるので、持続可能性や循環型社会形成上、問題点

が多くなります。そこで関西大学着任後は、微結晶

シリコンやゲルマニウム、あるいはシリコンとゲル

マニウムの合金などの研究を行い、さらに最近で

は、鉄シリサイドの研究を開始されました。鉄は地

球上に多く存在し、無害なので、これをシリコンと

組み合わせることは実用上何も心配がいりません。

しかも、鉄シリサイドはシリコンよりも光の吸収率

が大きく、太陽光をより有効活用できます。現在、シ

リコンと鉄シリサイドを組み合わせた太陽電池の

理論的検討を行っており、今後、実験的に検証する

そうです。また、結晶シリコン太陽電池の製造プロ

セスの低コスト化を図る、という研究も進めていま

す。具体的成果は出ていませんが、太陽電池の表面

に設ける反射防止膜であるチタン酸化膜を活用し

て製造プロセスの省略や短縮化を図り低コスト化

につなげる、という画期的なアイディアの実現に

日々努力されています。半導体物性を専門としなが

らも、持続可能な循環型社会構築のために半導体

が貢献できることを常に探求し続けるという、中村

准教授の研究分野は「半導体物性工学と環境哲学

の融合領域」と感じました。

環境教育・研究
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Education and research
to environment

　２００９年度から「低炭素社会への道」という全学共

通科目が開講予定と聞きました。この科目は、２１世

紀において低炭素社会を実現し「持続可能な発展

の社会」にソフトランディングさせるための筋道に

ついて、環境技術的側面と社会基盤の経済的側面

から考えるため、工学と経済学分野の教員の協力

で実施するものです。開講を中心となって進めてき

た環境都市工学部の室山勝彦教授を訪ねました。

　室山教授は関西大学着任後、環境技術関係の専

門科目を受け持ってきました。着任当時の工学部で

の環境教育といえば、公害防止のための環境保全

技術を教えることでした。しかし、地球環境の悪化

とともに、グローバルな視点からの環境問題に世界

的関心が高まり、地球環境の悪化を

抑制するための国際会議が開催さ

れ、フロン規制のように国際的枠組

みでの対策が進められるようになり

ました。日本は先進国の中でも環境

保全や省エネルギー技術が進んで

います。そして環境基本法や循環型

社会形成基本法などのすぐれた法

体系の下で、従来の大量生産・大量

消費・大量廃棄型の物質利用拡大

一辺倒の社会が否定され、廃棄資

源の再生・循環利用によって環境

負荷を最小化する循環型社会が提

唱されています。そこで、最近の地

球環境問題に起因する環境政策の変化を教育に取

り入れ、環境倫理の問題も含めて、技術者の環境問

題への取り組みを教える必要が生じています。室山

教授は、環境保全工学という科目で、環境保全工学

と技術者倫理、環境基本法と循環型社会形成基本
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大気環境問題、省エネルギー、二酸化炭素排出削減

と地球環境、廃棄物処理と資源リサイクルを話題と

して講義されています。環境都市工学部では、様々

な環境保全に関する科目があり、総合的に環境保

全についての知識が得られます。ただ、昨今の環境

問題の進展は著しく、その変化に合わせて講義内

容を準備するのは大変なようです。

　環境都市工学部では、丹波市をフィールドとする

諸経験を重視した教育プログラムとして現代ＧＰ

「農山村集落との交流型定住による故郷づくり」を

実施しています。室山教授は、同学部のエネルギー・

環境工学科の教育プログラム、「地域再生（丹波）」

に、山間地の活性化をテーマとする「バイオマスタ

ウン構想と地域再生－バイオマスの利活用による
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※下の写真（毎日新聞社提供：２００８年９月９日大阪版「なにわ

アカデミー 過疎の街への定住促進」）は講義の１シーンです。
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　中村准教授は、小さい頃より昆虫や植物など自然

に強い関心があり、高度成長時代で、公害も身近で
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高校生のとき、旧ソ連で起こったチェルノブイリ原

発事故でした。それを機に、「人類は何をやっている

のだ！」という怒りを原動力に、「エネルギーが必要
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かけて取り組む決意をされました。大学生になり大

学院に進んだ後も、この姿勢は一貫していました。

　太陽電池の高性能化には「高効率化」と「低コスト

化」の２つのアプローチがあります。すでにシリコン

太陽電池単独では高効率化の限界にあったので、
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マニウムの合金などの研究を行い、さらに最近で
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しかも、鉄シリサイドはシリコンよりも光の吸収率

が大きく、太陽光をより有効活用できます。現在、シ

リコンと鉄シリサイドを組み合わせた太陽電池の

理論的検討を行っており、今後、実験的に検証する

そうです。また、結晶シリコン太陽電池の製造プロ

セスの低コスト化を図る、という研究も進めていま

す。具体的成果は出ていませんが、太陽電池の表面

に設ける反射防止膜であるチタン酸化膜を活用し

て製造プロセスの省略や短縮化を図り低コスト化

につなげる、という画期的なアイディアの実現に

日々努力されています。半導体物性を専門としなが

らも、持続可能な循環型社会構築のために半導体

が貢献できることを常に探求し続けるという、中村

准教授の研究分野は「半導体物性工学と環境哲学

の融合領域」と感じました。
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Education and research
to environment

　集中豪雨・台風・高潮・津波など、水関連の自

然災害の頻発により「安全・安心」が脅かされ、災

害や事故を防止・軽減する防災・減災システムの

確立が急務とされています。一方、水域の安全とと

もに、環境保全も重要課題です。そこで、水関連の

自然災害の防止・軽減という視点から、環境に関

する研究や授業を行っている環境都市工学部の石

垣教授を訪れました。

　災害と環境との関係は、災害の構造とその要素

に及ぼす自然環境や社会環境変化の影響として図

のように表すことができます。誘因とは、暴風、豪

雨、高潮など災害を引き起こす要因、素因は、弱い

家屋や低い堤防など誘因を容易に受け入れて災害

にしてしまう要因、拡大要因は、低湿地、軟弱地盤な

ど災害を拡大、激化する要因であり、この３つの要

因に、地球温暖化といった自然環境の変化や、都市

化・高齢化といった社会環境の変化が影響を及ぼ

して、災害の規模が大きくなるとともに、地下街へ

の浸水といった新たな災害が発生するのです。

　地球環境工学などの授業では、地球温暖化によ

る気候変動やヒートアイランド現象などの影響によ

り、発生が増加している集中豪雨による水害や都市

型水害の実態と対策および問題点について、写真

や動画などビジュアルデータを用い、環境と防災・

減災という観点から、水害への取り組みと河川環境

の保全を解説されています。使用する資料は、以下

の研究から得られた成果を中心に作成したもので、

最新のものが取り入れられています。

　石垣教授は、①都市環境と水災害－そのメカニ

ズムと防災・減災－に関する研究、②山地河川洪水

のメカニズムと防災・減災、③先人の知恵に学ぶ水

域の防災・減災と環境保全に関する研究、の３テー

マの研究をされています。 ①は、とくに地下利用が

進む都市の安全度評価と問題点の洗い出しを行

い、安全・安心な町づくりに活かすことを目的として

います。写真は、都市型水害による浸水時に高齢者

が安全に避難できるかどうかを体験実験している

様子です。 ②は、２００４年の福井豪雨災害を対象と

して、河川中流や上流山間部で発生する短時間集

中豪雨の被害実態と洪水の流れとの関係を調査研

究し、効果的な被害防止・軽減策を探ることを目的

としています。 ③は、先人の知恵が災害対策に活か

された地域の歴史・地形・文化と水工学および河川

工学の知見にもとづき、環境保全と減災を両立さ

せた伝統的水害対策を評価し、現代の対策との融

合を探ろうとする研究です。現在、京都の桂川を軸

としたフィールドで霞堤と呼ばれる伝統的治水対

策についての研究をされています。

環境教育・研究

　かつて合成化学は公害の元凶であり、環境保全

の対極にあると考えられてきました。しかし、今日

では、合成化学の分野でも、化学的な視点から環境

問題に対応できる人材の育成をめざしているそう

です。そこで、関西大学において、化学を専攻してい

る学生を対象に「環境化学」という授業を担当して

いる化学生命工学部の坂口准教授を訪ねました。

坂口准教授は、現在、関西大学ハイテクリサーチセ

ンターの「持続可能社会を先導する物質群の革新

的開拓プロジェクト」の研究員として、“環境にやさ

しい分子変換反応”の開発に取り組まれています。

　坂口准教授は、その授業において、環境化学の

キーワードの一つである“グリーンケミストリー”を

はじめ、地球環境と化学（物質）の関わりについて、

基礎から最新の研究成

果まで幅広く解説され

ています。

　工業化学製品の製造

過程では、その製品の付

加価値が高いほど、より

多段階の分子変換を行

うため、大量の廃棄物

（WASTE）が排出されま

す。 すなわち、エチレン

やプロピレンなどを生

産する際の製品１㎏あた

りのWASTEは０.１㎏以

下であるのに対し、医薬

品１ ㎏を製造する工程

においては、２５～１００㎏ものWASTEが排出されま

す。 したがって、高付加価値化学品の持続的生産の

ためには、物質変換（化学反応）においてWASTE

を最小限におさえる手法の開発が不可欠となりま

す。このような地球にやさしい化学を、グリーンケミ

ストリーと呼んでいます。

　グリーンケミストリー実現のために提唱された新

しい概念に原子効率（atom economy）がありま

す。プロピレンからプロピレンオキシド（PO）の製造

を例に解説しますと、現行のハロヒドリン法では、

PO 製造に使用する反応剤の分子量の総和は、１８７

であるのに対し、製品であるPOの分子量は５８で

す。つまり１８７－５８ =１２９の分子量に相当する化合

物が WASTEになるのです。原子効率とは、製品の

分子量を反応剤の分子量の総和で除したものです

から、ハロヒドリン法では原子効率は３１%となり、

効率の良い方法とはいえなくなります。このような

観点から、現在、原子効率１００％の理想的な PO 製

造法として、プロピレンと酸素の直接反応を促進さ

せる触媒の研究が世界中で活発に行われているそ

うです。

Education and research to environment

43  関西大学環境報告書２００８ 関西大学環境報告書２００８   44

化学物質と地球環境
坂口  聡 准教授

〈 化 学 生 命 工 学 部 〉

08

防災の観点から環境を考える
石垣  泰輔 教授

〈 環 境 都 市 工 学 部 〉

07

自然環境・社会環境の変化

誘因

素因 拡大要因

災害・事故被害対象



Education and research
to environment

　集中豪雨・台風・高潮・津波など、水関連の自
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害や事故を防止・軽減する防災・減災システムの

確立が急務とされています。一方、水域の安全とと

もに、環境保全も重要課題です。そこで、水関連の
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雨、高潮など災害を引き起こす要因、素因は、弱い

家屋や低い堤防など誘因を容易に受け入れて災害

にしてしまう要因、拡大要因は、低湿地、軟弱地盤な

ど災害を拡大、激化する要因であり、この３つの要

因に、地球温暖化といった自然環境の変化や、都市

化・高齢化といった社会環境の変化が影響を及ぼ

して、災害の規模が大きくなるとともに、地下街へ
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　地球環境工学などの授業では、地球温暖化によ

る気候変動やヒートアイランド現象などの影響によ

り、発生が増加している集中豪雨による水害や都市

型水害の実態と対策および問題点について、写真

や動画などビジュアルデータを用い、環境と防災・

減災という観点から、水害への取り組みと河川環境

の保全を解説されています。使用する資料は、以下

の研究から得られた成果を中心に作成したもので、

最新のものが取り入れられています。

　石垣教授は、①都市環境と水災害－そのメカニ

ズムと防災・減災－に関する研究、②山地河川洪水

のメカニズムと防災・減災、③先人の知恵に学ぶ水

域の防災・減災と環境保全に関する研究、の３テー

マの研究をされています。 ①は、とくに地下利用が

進む都市の安全度評価と問題点の洗い出しを行

い、安全・安心な町づくりに活かすことを目的として

います。写真は、都市型水害による浸水時に高齢者

が安全に避難できるかどうかを体験実験している

様子です。 ②は、２００４年の福井豪雨災害を対象と

して、河川中流や上流山間部で発生する短時間集

中豪雨の被害実態と洪水の流れとの関係を調査研

究し、効果的な被害防止・軽減策を探ることを目的
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果まで幅広く解説され

ています。

　工業化学製品の製造

過程では、その製品の付

加価値が高いほど、より

多段階の分子変換を行

うため、大量の廃棄物

（WASTE）が排出されま

す。 すなわち、エチレン

やプロピレンなどを生

産する際の製品１㎏あた

りのWASTEは０.１㎏以

下であるのに対し、医薬

品１ ㎏を製造する工程

においては、２５～１００㎏ものWASTEが排出されま

す。 したがって、高付加価値化学品の持続的生産の

ためには、物質変換（化学反応）においてWASTE

を最小限におさえる手法の開発が不可欠となりま

す。このような地球にやさしい化学を、グリーンケミ

ストリーと呼んでいます。

　グリーンケミストリー実現のために提唱された新

しい概念に原子効率（atom economy）がありま

す。プロピレンからプロピレンオキシド（PO）の製造

を例に解説しますと、現行のハロヒドリン法では、

PO 製造に使用する反応剤の分子量の総和は、１８７

であるのに対し、製品であるPOの分子量は５８で

す。つまり１８７－５８ =１２９の分子量に相当する化合

物が WASTEになるのです。原子効率とは、製品の

分子量を反応剤の分子量の総和で除したものです

から、ハロヒドリン法では原子効率は３１%となり、

効率の良い方法とはいえなくなります。このような

観点から、現在、原子効率１００％の理想的な PO 製

造法として、プロピレンと酸素の直接反応を促進さ

せる触媒の研究が世界中で活発に行われているそ

うです。

Education and research to environment
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化学物質と地球環境
坂口  聡 准教授
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防災の観点から環境を考える
石垣  泰輔 教授
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自然環境・社会環境の変化
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Education and research
to environment環境教育・研究

併設校［関西大学第一中学校］の環境教育

　関西大学の併設校である関西大学第一中学校では、その教育指針の一つとして「環境問題への取り組み」を挙げて

います。これを受け、学校行事にて「環境学習」を「平和・人権学習」と並ぶ大きな柱と位置づけ、正課授業との密接な

関連を図り、学習を進めています。

　具体的な取り組みは、以下の通りです。

Education and research to environment
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● 現第３学年［２００６年度入学生］の例

　第１学年において、学習テーマを「水」と設定しまし

た。主に社会科（地理的分野）と理科において、事前学

習を行い、１１月の「校外学習」で「琵琶湖」から「淀川」

へ、私たちの水源をたどりました。

　このあと、事後学習として「上水道」や「下水道」につい

ての調べ学習を行い、「水が循環する有限の資源である

こと」、「自分たちも自然の一部であること」を理解しまし

た。また、「中学生水の作文コンクール」に全員応募し、

大阪府で最優秀賞を獲得しました。同時に「流域賞」を

獲得しました（http://www.pref.osaka.jp/fumin/html/

16455.html）。

　第２学年以降も、この学習テーマを継続しました。第

２学年７月の「自然教室」では、「Ｍｙお箸」の持参と「水

筒持参＝ペットボトルを使わない」を徹底しました。行程

中の『環境学習プロジェクト』においては、現地のイン

タープリターに依頼し、「植物」「昆虫」「動物」「地質」「気

象」などの分野別学習を実施しました。また、『ほっとステ

イたてしな』を当学年から導入しました。朝９時から夕方

まで現地農家を訪問し、農作業や出荷作業はもちろんの

こと、農業の苦労や水の大切さ、日本農業の現状などを

お話しいただきました。１１月の「校外学習」では、大阪湾

の現状を理解するために、淡路島沖の成ヶ島を訪れまし

た（http://www.osakawan.or.jp/）。無人島に漂着したた

くさんのゴミを見て考えさせられました。１２月に開催され

た「大阪湾再生シンポジウム」ではポスターセッションに

参加し、学習成果を発表する機会に恵まれました。

　第３学年では、５月の「研修旅行」に向けて、事前学習

を進めていきました。特に、サンゴ礁やマングローブの現

状を見ることにより、今までの学習がより深まったと考え

ています。事後学習のレポートでは、「オニヒトデの大量

発生とサンゴ食害」「なぜ一か所のマングローブだけが倒

れていたのか」など、現地でつぶさに状況を観察していた

ことがわかるものも見られました。 １０月の「校外学習」は、

環境学習のまとめとして、大阪湾での地引き網体験と野

外炊飯を実施しました。事前学習では、これまで学んで

きたことの総復習を行い、地引き網体験では「水」「藻場」

「垂直護岸」「生態」「漂着ゴミ」などをそれぞれの視点で

観察しました。また、野外炊飯では、米のとぎ汁の再利

用や、食器を洗う際の洗剤・水の使用方法、食べ残し・

飲み残しの環境への影響などを考え、環境学習の総括

的な行事であることを認識しました。“Ｔｈｉｎｋ Ｇｌｏｂａｌ， 

Ａｃｔ Ｌｏｃａｌ”を実践することが、これからの自分たちに

必要な姿勢であることを認識しました。

● 現第２学年［２００７年度入学生］の例

　「自然教室」「研修旅行」での取り組みは、上記を踏襲

するかたちで実施しています。

　一方、「校外学習」については学年それぞれの取り組み

により、訪問先や学習内容が異なっていますが、正課授

業や宿泊行事との関連を密接に図ることを基本にしてい

ます。

　現第２学年では、「生活と環境の係わり」を学ぶことを

テーマにしています。

　第１学年での「校外学習」は、「こうべ環境未来館」と

「垂水芋掘り農園」を訪れました。

　「こうべ環境未来館」では、館員の方に説明していただ

きながらゴミの分別やリサイクルについて学習しました。

「垂水芋掘り農園」では、実際に土から芋を掘り出し、その

芋を食べることにより、植物が食物として私たちの生命を

支えていることを体感しました。さらに、農場の方に日本

の食糧事情、これからの農業のあり方についてお話しい

ただき、芋掘り体験と併せて、より理解が深まりました。

　「校外学習」以外にも、短縮授業を利用して、「松下電

池工業」による出張授業や「大阪科学技術館」の見学を

行いました。そこでは、工場や企業で行われている環境保

護活動について学びました。

　これらの活動を通して、自分たちの生活と環境問題が

いかに密接に係わっているかということを実感すること

ができました。
　第２学年で行った「自然教室」では、現第３学年が昨

年度行った「自然教室」の内容に若干の手が加えられま

した。新たな試みとして、環境学習をより豊かなものにす

るため、「自然教室」の前日に、「水生生物」、「地質」や「森

林」などの講座を開講し、講師の先生をお招きして事前

学習を行いました。また、ファームビジットのための事

前学習に「日本の農業」や「農村の生活」などの項目が多

数追加され、当日はファームステイ先の方からそれらの

項目に関してお話しいただきました。その結果、３泊４日

の「自然教室」の中で、日常生活では経験できないような

貴重な体験をすることができ、さらに机上では学ぶこと

のできない生きた知識を得ることができました。

　また、本年度も短縮授業を利用して、校外学習を実施

します。訪問先は「おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ」

と「大栄サービス」を予定しています。「おおさかＡＴＣグ

リーンエコプラザ」では、企業ブースを見学し、環境対策

の最先端の技術と環境問題に対する企業努力を学びま

す。「大栄サービス」では、食品リサイクルの現状と環境

に配慮した再利用について学習します。賞味期限が間

近に迫った食品（主に飲料）がコンテナに山積みになって

いる事実は、生徒たちの心にも大きな衝撃を与え、飽食

の時代の現状を見直すきっかけになっていると確信して

います。

　上記のような、さまざまな活動を経て、来年度に控え

ている「石垣島研修旅行」につなげていきたいと考えて

います。

　現第１学年の「校外学習」は、前述の「琵琶湖」から「淀

川」へ、私たちの水源をたどる現第３学年がたどったコー

スを追試しました。テーマ「水」について、正課授業（社

会科・地理的分野）の中で事前学習を実施しました。

　「水のめぐみ館アクア琵琶」では、琵琶湖・瀬田川・淀

川の歴史や大阪の人々 とのつながり、生態系などを総合

的に学びました。「瀬田川クルーズ」では、景観を楽しみ

ながら、自然が気持ちを和らげる大切なものであるとい

うことを、感じ取りました。そして「天ヶ瀬ダム」では、水が

目に見える形以外でも利用されていることを学びました。

　水がどこから来ているのか、どのように利用されている

のか、そして昨今の環境問題とどのようにつながっている

のか、さまざまなことを考え、感じ取ることのできた校外

学習でした。

　今後の展望としては、第２学年での「自然教室」、第３

学年での「研修旅行」における環境学習の内容や方法を

研究し、中学校３年間を通して正課授業との関連を図っ

ていく予定です。

● 現第１学年［２００８年度入学生］の例

● 今後の取り組み

　関西大学第一中学校で、３年間を通じて環境問題を考

える取り組みが始まってからまだ日は浅く、ようやくこの

ようなかたちでまとめることができた、という段階です。

　今後の取り組みとして、学校での成果の発表や社会

貢献などを通じて達成感を実感し、社会の一員としての

責任と誇りを持てるような方向性を模索していく予定で

す。



環境教育・研究

併設校［関西大学第一中学校］の環境教育

　関西大学の併設校である関西大学第一中学校では、その教育指針の一つとして「環境問題への取り組み」を挙げて

います。これを受け、学校行事にて「環境学習」を「平和・人権学習」と並ぶ大きな柱と位置づけ、正課授業との密接な

関連を図り、学習を進めています。

　具体的な取り組みは、以下の通りです。
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● 現第３学年［２００６年度入学生］の例

　第１学年において、学習テーマを「水」と設定しまし

た。主に社会科（地理的分野）と理科において、事前学

習を行い、１１月の「校外学習」で「琵琶湖」から「淀川」

へ、私たちの水源をたどりました。

　このあと、事後学習として「上水道」や「下水道」につい

ての調べ学習を行い、「水が循環する有限の資源である

こと」、「自分たちも自然の一部であること」を理解しまし

た。また、「中学生水の作文コンクール」に全員応募し、

大阪府で最優秀賞を獲得しました。同時に「流域賞」を

獲得しました（http://www.pref.osaka.jp/fumin/html/

16455.html）。

　第２学年以降も、この学習テーマを継続しました。第

２学年７月の「自然教室」では、「Ｍｙお箸」の持参と「水

筒持参＝ペットボトルを使わない」を徹底しました。行程

中の『環境学習プロジェクト』においては、現地のイン

タープリターに依頼し、「植物」「昆虫」「動物」「地質」「気

象」などの分野別学習を実施しました。また、『ほっとステ

イたてしな』を当学年から導入しました。朝９時から夕方

まで現地農家を訪問し、農作業や出荷作業はもちろんの

こと、農業の苦労や水の大切さ、日本農業の現状などを

お話しいただきました。１１月の「校外学習」では、大阪湾

の現状を理解するために、淡路島沖の成ヶ島を訪れまし

た（http://www.osakawan.or.jp/）。無人島に漂着したた

くさんのゴミを見て考えさせられました。１２月に開催され

た「大阪湾再生シンポジウム」ではポスターセッションに

参加し、学習成果を発表する機会に恵まれました。

　第３学年では、５月の「研修旅行」に向けて、事前学習

を進めていきました。特に、サンゴ礁やマングローブの現

状を見ることにより、今までの学習がより深まったと考え

ています。事後学習のレポートでは、「オニヒトデの大量

発生とサンゴ食害」「なぜ一か所のマングローブだけが倒

れていたのか」など、現地でつぶさに状況を観察していた

ことがわかるものも見られました。 １０月の「校外学習」は、

環境学習のまとめとして、大阪湾での地引き網体験と野

外炊飯を実施しました。事前学習では、これまで学んで

きたことの総復習を行い、地引き網体験では「水」「藻場」

「垂直護岸」「生態」「漂着ゴミ」などをそれぞれの視点で

観察しました。また、野外炊飯では、米のとぎ汁の再利

用や、食器を洗う際の洗剤・水の使用方法、食べ残し・

飲み残しの環境への影響などを考え、環境学習の総括

的な行事であることを認識しました。“Ｔｈｉｎｋ Ｇｌｏｂａｌ， 

Ａｃｔ Ｌｏｃａｌ”を実践することが、これからの自分たちに

必要な姿勢であることを認識しました。

● 現第２学年［２００７年度入学生］の例

　「自然教室」「研修旅行」での取り組みは、上記を踏襲

するかたちで実施しています。

　一方、「校外学習」については学年それぞれの取り組み

により、訪問先や学習内容が異なっていますが、正課授

業や宿泊行事との関連を密接に図ることを基本にしてい

ます。

　現第２学年では、「生活と環境の係わり」を学ぶことを

テーマにしています。

　第１学年での「校外学習」は、「こうべ環境未来館」と

「垂水芋掘り農園」を訪れました。

　「こうべ環境未来館」では、館員の方に説明していただ

きながらゴミの分別やリサイクルについて学習しました。

「垂水芋掘り農園」では、実際に土から芋を掘り出し、その

芋を食べることにより、植物が食物として私たちの生命を

支えていることを体感しました。さらに、農場の方に日本

の食糧事情、これからの農業のあり方についてお話しい

ただき、芋掘り体験と併せて、より理解が深まりました。

　「校外学習」以外にも、短縮授業を利用して、「松下電

池工業」による出張授業や「大阪科学技術館」の見学を

行いました。そこでは、工場や企業で行われている環境保

護活動について学びました。

　これらの活動を通して、自分たちの生活と環境問題が

いかに密接に係わっているかということを実感すること

ができました。

　第２学年で行った「自然教室」では、現第３学年が昨

年度行った「自然教室」の内容に若干の手が加えられま

した。新たな試みとして、環境学習をより豊かなものにす

るため、「自然教室」の前日に、「水生生物」、「地質」や「森

林」などの講座を開講し、講師の先生をお招きして事前

学習を行いました。また、ファームビジットのための事

前学習に「日本の農業」や「農村の生活」などの項目が多

数追加され、当日はファームステイ先の方からそれらの

項目に関してお話しいただきました。その結果、３泊４日

の「自然教室」の中で、日常生活では経験できないような

貴重な体験をすることができ、さらに机上では学ぶこと

のできない生きた知識を得ることができました。

　また、本年度も短縮授業を利用して、校外学習を実施

します。訪問先は「おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ」

と「大栄サービス」を予定しています。「おおさかＡＴＣグ

リーンエコプラザ」では、企業ブースを見学し、環境対策

の最先端の技術と環境問題に対する企業努力を学びま

す。「大栄サービス」では、食品リサイクルの現状と環境

に配慮した再利用について学習します。賞味期限が間

近に迫った食品（主に飲料）がコンテナに山積みになって

いる事実は、生徒たちの心にも大きな衝撃を与え、飽食

の時代の現状を見直すきっかけになっていると確信して

います。

　上記のような、さまざまな活動を経て、来年度に控え

ている「石垣島研修旅行」につなげていきたいと考えて

います。

　現第１学年の「校外学習」は、前述の「琵琶湖」から「淀

川」へ、私たちの水源をたどる現第３学年がたどったコー

スを追試しました。テーマ「水」について、正課授業（社

会科・地理的分野）の中で事前学習を実施しました。

　「水のめぐみ館アクア琵琶」では、琵琶湖・瀬田川・淀

川の歴史や大阪の人々 とのつながり、生態系などを総合

的に学びました。「瀬田川クルーズ」では、景観を楽しみ

ながら、自然が気持ちを和らげる大切なものであるとい

うことを、感じ取りました。そして「天ヶ瀬ダム」では、水が

目に見える形以外でも利用されていることを学びました。

　水がどこから来ているのか、どのように利用されている

のか、そして昨今の環境問題とどのようにつながっている

のか、さまざまなことを考え、感じ取ることのできた校外

学習でした。

　今後の展望としては、第２学年での「自然教室」、第３

学年での「研修旅行」における環境学習の内容や方法を

研究し、中学校３年間を通して正課授業との関連を図っ

ていく予定です。

● 現第１学年［２００８年度入学生］の例

● 今後の取り組み

　関西大学第一中学校で、３年間を通じて環境問題を考

える取り組みが始まってからまだ日は浅く、ようやくこの

ようなかたちでまとめることができた、という段階です。
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貢献などを通じて達成感を実感し、社会の一員としての

責任と誇りを持てるような方向性を模索していく予定で

す。



Education and research
to environment環境教育・研究

公開講座・セミナー

　関西大学では、社会貢献のため、広く一般人も参加す

ることができる公開講座、セミナーを随時開催しており

ます。幅広い学問分野から各種テーマを提供し、その

中から興味のある公開講座、セミナーに参加していただ

いています。高大連携に関するセミナーでは高校生が

対象となり、日頃体験できない講義を受講しています。

社会連携に関するセミナーでは社会人、研究者が主に

参加され、産官学連携を推進しています。そして、その

中には「環境」に関するものも数多くあり、受講生に対し

「環境」保全の大切さを伝えています。

　以下、２００８年に実施したセミナー、講座を紹介しま

す。

Education and research to environment
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公開講座・セミナー名

Kan-Dai　ネックレスセミナー バイオと環境・エネルギー

Kan-Dai　１セミナー

Kan-Dai　３セミナー

テーマ

　

環境問題とアウトドアスポーツ

地球におけるエネルギー・物質の循環

「もったいない」からはじめるバイオマス利用

お醤油から石鹸をうむ

地球温暖化ガスの無害化と再資源化

省エネルギー・新エネルギーと私たちのくらし

環境セミナー　大学で学ぶサステイナブル社会への道

環境セミナー　学食で昼食＆eco 施設を探索！

環境セミナー　国際化の進むリサイクル

環境セミナー　環境にやさしい食生活の創造

環境セミナー　ｅｃｏキャンパス見学ツアー

環境セミナー　地球温暖化をどう克服すれば良いか？

備考

担当：環境都市工学部
　　　化学生命工学部

担当：文学部

担当：環境都市工学部

担当：経済学部

公開講座・セミナー名

公開講座（高槻市）

ビジネスセミナー in 大阪

イノベーションジャパン２００８

吹田市民講座

テーマ

これからの環境とエネルギーを考える

２１世紀のエネルギーと環境問題
宇宙・環境・エネルギー

２１世紀のエネルギーと環境問題
電気と環境

２１世紀のエネルギーと環境問題
環境負荷を低くする環境対応材料の強電機器への応用

２１世紀のエネルギーと環境問題
太陽光発電が地球を救う

２１世紀のエネルギーと環境問題
２１世紀の環境問題と交通・輸送

「食」をひもとく

いざ大河ユーコンへ‐川、山、太古の自然環境を問う

持続する環境づくりと美しい生活景観

バイオ・環境質量分析のためのナノ構造イオン化基板

環境・医療に関連する分子に応答するソフトマテリ
アルの開発とその応用

備考

参加：６１５人

担当：システム理工学部

参加：３１９人

担当：環境都市工学部

担当：化学生命工学部
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環境に配慮した社会貢献・保全活動

学生諸団体の取り組み

　関西大学ボランティアセンターは、『ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）』と『ボランティア系団体』

の育成・支援を行っています。

　学生スタッフは、「ボランティアセンター職員と共にセンターの運営事業に携わり、学生の目線から学生のボランティア

参加のきっかけ作りを行う」という理念のもと活動する団体です。

　以下に、学生スタッフがボランティアセンター職員と共に学内外の環境を改善するべく取り組んできた活動と、ボラン

ティア系団体が行ってきた環境保全活動を紹介します。

Social contribution and maintenance activity that considers environment
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学生スタッフとボランティアセンター事務室の環境への取り組み

（１）明日香村・関西大学地域連携事業

明日香村村制５０周年記念

「花桃」記念植栽ボランティア

　明日香村は数々の日本の歴史的遺産を保有する地域

で、関西大学は１９７２年の高松塚古墳の発掘作業に故

網干名誉教授（明日香村名誉村民）が参加するなど、明

日香村と長きにわたり、親密な関係を築いています。そし

て２００６年、あらためて地域連携に関する包括協定を結

ぶに至りました。

　明日香村では、村制５０周年記念として、３カ年計画で

村の中心を流れる「飛鳥川」沿いの環境を整備し、「花

桃」の記念植樹を計画されました。

　そこで、明日香村職員の方と共に関西大学学生が記念

すべき植樹作業を行うという、植栽ボランティアを学生ス

タッフが行いました。参加した学生スタッフは、明日香村の

職員の方と共に飛鳥川周辺の草刈りと植樹を行いました。

（２）天神祭ボランティア「ダストバスターズ」

　２００７年７月２４・２５日、大阪天満宮天神祭美化委員

会が実施する「クリーンＵＰ天神祭ダストバスターズ」へ

学生スタッフ５人が参加しました。この活動は、天神祭で

出る「ごみ」を、ただの「ごみ」ではなく「資源」と捉え、天

神祭に来た方々に分別の誘導をしながらごみを種別に回

収することを目的としています。そのため、天神祭開催前

にダストボックスを設置することから活動が始まり、開催

１

ボランティアサークル系団体による環境保全活動２

Social contribution and maintenance activity
that considers environment

１１月１８日（土）
９：３０～１４：４５

第１回
（２００６年度）

飛鳥川沿い

（ 　 ）奈良県高市郡
明日香村

第２回
（２００７年度）

第３回
（２００８年度）

１３人

１３人

１３人

１２月９日（日）
１０：００～１５：００

１１月１６日（日）
９：３０～１４：３０

参加者数日　　時 場　　所

割り箸

缶（アルミ・スチール）

トレー ( 発泡 )

トレー ( 透明 )

燃えるごみ

生ごみ

ペットボトル

ビン

１日目

４６４

４

１.６

０.８

２.３

１１.９

１.０

０.９

２日目

３４２

９

４.１

０.６

１.７

７.３

５.１

２.０

３日目

５７６

３

３.５

４.０

２.３

２１.５

１.６

１.０

合計

１,４６１膳

１６本

９.４ｋｇ

６.０ｋｇ

６.５ｋｇ

４１.３ｋｇ

７.８ｋｇ

４.０ｋｇ

４日目

７９

０

０.２

０.６

０.２

０.６

０.１

０.１

◆ ２００６年度学園祭のリサイクル回収結果

◆ 淀川掃除ボランティア参加者

中は分別回収の呼びかけやごみ拾い、さらに道案内や行

事の時間案内なども行い、終了後にはダストボックスを

回収し、すべてのごみを資源分別ステーションに集めると

ころまでが活動でした。

　学生の感想によると、お祭りの雰囲気を味わうと共に

日本三大祭のひとつと言われている天神祭に裏方として

参加できたことは、非常によい経験であったとのことでし

た。今後も後輩に引き継がれていく活動となるようボラン

ティアセンターとしても支援を続けていきます。

（３）学園祭

　２００６年度は「ｅｃｏキャンペーン」と称し、分別回収ス

テーションの設置とヘンプアクセサリーの作成教室およ

び販売、地域や学生スタッフの環境への取り組みやヘン

プの説明に関する展示を行いました。

　分別回収ステーションは総合学生会館 凜風館前に設

置し、ごみを「割り箸、アルミ缶、スチール缶、発泡スチ

ロールトレー、透明トレー、燃えるごみ、生ごみ、ペットボ

トル、ビン」の9種類に分けて回収しました。 分別したご

みは可燃ごみと不燃ごみとしての処理だけでなく、回収し

た割り箸は千里リサイクルプラザを通して王子製紙でハ

ガキにリサイクルされました。また、ヘンプアクセサリーの

作成教室および販売には多くの方が来場され、１２,９００円

を売上げました。この売上金でリユース箸６４５膳を購入

し、キャンペーンに協力いただいた財団法人千里リサイク

ルプラザ研究所へ寄付しました。

　２００７年度は「紙すき体験教室」を実施しました。「紙す

き体験教室」では、もっとも多い可燃ごみに着目し、紙の

使用量削減と非木材からの紙生産を展示物で訴えつ

つ、バナナの幹を使用した紙すきを行いました。

　文化会ユネスコ研究部の部員が、「島本森のクラブ

（財団法人大坂みどりのトラスト協会所属）」という団体

にボランティアとして参加しました。

　数日間、大阪府三島郡島本町にある「大沢の森」と

「水無瀬水源の森」で、人工林の間伐・枝打ち、下草刈

りや炭焼きなどの活動を行いました。

（４）たばこマナーキャンペーン

　２００７年１０月２４日千里山キャンパス凜風館 1 階学生

ラウンジにて、学生スタッフが保健管理センターと共催

でたばこマナーキャンペーンを実施しました。 キャンペー

ンでは、喫煙による健康への影響や呼気検査、たばこの

ポイ捨ての防止や歩きたばこの害を訴える展示等を展

開しました。その中で、関大前駅から本学の正門までの

間を学生スタッフが清掃し、その際、たばこのポイ捨て

（約２００本）を瓶詰めにしたたばこ塚の展示を行いまし

た。１時間の清掃活動で、いかにたばこのポイ捨ての量

が多いかを知ってもらい、たばこは喫煙所で吸い、灰皿に

捨ててもらえるように訴えました。

（５）ボランティア体験ツアー
　　「淀川掃除ボランティア」

　市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」が毎月第1日曜

日に実施している「淀川掃除ボランティア」に２００７年８

月４日、ボランティアセンター職員と共に学生スタッフが

参加し、これを一般学生に対して行う「ボランティア体験

ツアー」と位置づけ、以後継続して実施しています。

　「淀川掃除に学ぶ会」の方 と々共に大阪市福島区の淀

川河川公園付近を掃除する活動で、初めてボランティア

に参加する学生に非常に好評であるだけでなく、２度３

度と参加する学生も少なくあいません。

　河川沿いに流れ着くゴミを掃除することで、河川環境

を改善するだけでなく、淀川が流れ込む大阪湾の環境も

守っています。

「花桃」記念植栽ボランティア

植栽ボランティアの学生スタッフ

ダストバスターズ

分別回収ステーション

ヘンプアクセサリーの作成教室

大学前通りのたばこのポイ捨て調査を兼ねた清掃活動

紙すき体験教室
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Social contribution and maintenance activity
that considers environment

１１月１８日（土）
９：３０～１４：４５

第１回
（２００６年度）

飛鳥川沿い

（ 　 ）奈良県高市郡
明日香村

第２回
（２００７年度）

第３回
（２００８年度）

１３人

１３人

１３人

１２月９日（日）
１０：００～１５：００

１１月１６日（日）
９：３０～１４：３０

参加者数日　　時 場　　所

割り箸

缶（アルミ・スチール）

トレー ( 発泡 )

トレー ( 透明 )

燃えるごみ

生ごみ

ペットボトル

ビン

１日目

４６４

４

１.６

０.８

２.３

１１.９

１.０

０.９

２日目

３４２

９

４.１

０.６

１.７

７.３

５.１

２.０

３日目

５７６

３

３.５

４.０

２.３

２１.５

１.６

１.０

合計

１,４６１膳

１６本

９.４ｋｇ

６.０ｋｇ

６.５ｋｇ

４１.３ｋｇ

７.８ｋｇ

４.０ｋｇ

４日目

７９

０

０.２

０.６

０.２

０.６

０.１

０.１

◆ ２００６年度学園祭のリサイクル回収結果

◆ 淀川掃除ボランティア参加者

中は分別回収の呼びかけやごみ拾い、さらに道案内や行

事の時間案内なども行い、終了後にはダストボックスを

回収し、すべてのごみを資源分別ステーションに集めると

ころまでが活動でした。

　学生の感想によると、お祭りの雰囲気を味わうと共に

日本三大祭のひとつと言われている天神祭に裏方として

参加できたことは、非常によい経験であったとのことでし

た。今後も後輩に引き継がれていく活動となるようボラン

ティアセンターとしても支援を続けていきます。

（３）学園祭

　２００６年度は「ｅｃｏキャンペーン」と称し、分別回収ス

テーションの設置とヘンプアクセサリーの作成教室およ

び販売、地域や学生スタッフの環境への取り組みやヘン

プの説明に関する展示を行いました。

　分別回収ステーションは総合学生会館 凜風館前に設

置し、ごみを「割り箸、アルミ缶、スチール缶、発泡スチ

ロールトレー、透明トレー、燃えるごみ、生ごみ、ペットボ

トル、ビン」の9種類に分けて回収しました。 分別したご

みは可燃ごみと不燃ごみとしての処理だけでなく、回収し

た割り箸は千里リサイクルプラザを通して王子製紙でハ

ガキにリサイクルされました。また、ヘンプアクセサリーの

作成教室および販売には多くの方が来場され、１２,９００円

を売上げました。この売上金でリユース箸６４５膳を購入

し、キャンペーンに協力いただいた財団法人千里リサイク

ルプラザ研究所へ寄付しました。

　２００７年度は「紙すき体験教室」を実施しました。「紙す

き体験教室」では、もっとも多い可燃ごみに着目し、紙の

使用量削減と非木材からの紙生産を展示物で訴えつ

つ、バナナの幹を使用した紙すきを行いました。

　文化会ユネスコ研究部の部員が、「島本森のクラブ

（財団法人大坂みどりのトラスト協会所属）」という団体

にボランティアとして参加しました。

　数日間、大阪府三島郡島本町にある「大沢の森」と

「水無瀬水源の森」で、人工林の間伐・枝打ち、下草刈

りや炭焼きなどの活動を行いました。

（４）たばこマナーキャンペーン

　２００７年１０月２４日千里山キャンパス凜風館 1 階学生

ラウンジにて、学生スタッフが保健管理センターと共催

でたばこマナーキャンペーンを実施しました。 キャンペー

ンでは、喫煙による健康への影響や呼気検査、たばこの

ポイ捨ての防止や歩きたばこの害を訴える展示等を展

開しました。その中で、関大前駅から本学の正門までの

間を学生スタッフが清掃し、その際、たばこのポイ捨て

（約２００本）を瓶詰めにしたたばこ塚の展示を行いまし

た。１時間の清掃活動で、いかにたばこのポイ捨ての量

が多いかを知ってもらい、たばこは喫煙所で吸い、灰皿に

捨ててもらえるように訴えました。

（５）ボランティア体験ツアー
　　「淀川掃除ボランティア」

　市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」が毎月第1日曜

日に実施している「淀川掃除ボランティア」に２００７年８

月４日、ボランティアセンター職員と共に学生スタッフが

参加し、これを一般学生に対して行う「ボランティア体験

ツアー」と位置づけ、以後継続して実施しています。

　「淀川掃除に学ぶ会」の方 と々共に大阪市福島区の淀

川河川公園付近を掃除する活動で、初めてボランティア

に参加する学生に非常に好評であるだけでなく、２度３

度と参加する学生も少なくあいません。

　河川沿いに流れ着くゴミを掃除することで、河川環境

を改善するだけでなく、淀川が流れ込む大阪湾の環境も

守っています。

「花桃」記念植栽ボランティア

植栽ボランティアの学生スタッフ

ダストバスターズ

分別回収ステーション

ヘンプアクセサリーの作成教室

大学前通りのたばこのポイ捨て調査を兼ねた清掃活動

紙すき体験教室



Social contribution and maintenance activity
that considers environment

（１）廃棄物処理の取り組みと
　　エコへの試行

　関西大学生協で排出される廃棄物の７

割弱は食堂などから出る厨芥類（生ごみ）

です。この大量に出る生ごみ（約７,０００ｋｇ/

月）の一部を肥料として再利用するために、

総合学生会館 凜風館では生ごみ処理機

（コンポスト）を２台設置しています 。

　廃食油に関しては、排水溝などに流して

しまいますと水質汚染につながります。  ま

た、廃食油を土に撒いたり埋めたりすると、

油分が土壌を汚染するため、植物や農産物

の成長に悪影響を与えたり、土の中での分

解が遅いので雨が降るとそのままの状態

で河川等に流れ水質汚染の原因にもなり

ます。  凝固剤などで固め、燃やして処理す

れば地球温暖化の原因となる二酸化炭素

（ＣＯ２）の発生につながります。

　不二家商事では使用済み油、年間約１５０ℓ

を依頼業者に回収させています。  その回収

量の９０％がバイオディーゼルガソリンとして

再生されています。 残りの１０％についてもボ

イラー燃料として再利用されています。

（２）箸（樹脂製箸）の使用を通じた
　　森林資源に対する配慮

　現在、不二家商事が担当する第１学舎１

号館食堂では１日約６００人の利用者があ

り、年間に換算すると１２０，０００膳の割り箸

を削減することができます。  また、２００８年

９月より関西大学北陽高等学校食堂でも

抗菌樹脂製箸を使用しており、こちらの食

堂では１日約２００人の利用者があり、同様

に年間約５０,０００膳の削減となります。

　このように割り箸の使用量を減らし、地

球環境に貢献できればと考えます。

　一方、関西大学生協が担当する３食堂の割

り箸使用量の合計は、２００６年度７７２,０００

膳、２００７年度７６２,０００膳です。  ２００７年

４月からカフェ・ソシオ、２００７年１０月から

以文館食堂で皆伐材を原料とする割り箸

の使用を中止し、樹脂製箸への切り替えを

行いました。

　割り箸の使用は前年度より１０,０００膳の

削減となりましたが、利用者が４.７万人増加

していますので、実質的な削減は５７,０００膳

となっています。

　割り箸は食事を終えて食器を返却する際

に、別に回収され、生協で洗浄・乾燥した

後、再生紙の原料として生まれ変わります。

環境に配慮した社会貢献・保全活動

　千里山学舎は１９２２

年（大正１１年）に竣工

したが、この頃の大阪

府吹田市の「千里山」

は桃林や梅林が広がる

のどかな丘陵地帯で

あった。現在、第一高

等学校や第一中学校、

関西大学会館、１００周

年記念会館などが建

つ一角は、かつて「千里

山花壇」（大正１０年北

大阪電気鉄道が開設、

昭和１３年「千里山遊

園」に改称）と呼ばれる

遊園地であり、春にな

ると、園内には桜が咲

き誇り、桃と桜の花を

楽しむ人々で大いに賑

わった。

　このように元々自然

環境に恵まれた場所に

立地する千里山キャン

パスは、１９３３年（昭和

８年）４月に「風致地区

※」に指定され、１９７０

年の都市計画法の改

正に伴う見直しを経て

今日に至っている。現

在千里山キャンパスに

は高木約５,１００本、中

木約２,４００本、竹約１

６, ６００本、低木約７３,

２００株、地被類約２,７０

０㎡、芝生約１３,８００㎡

が植栽されている。そ

の中には吹田市に指定

された保護樹木も多数

あり、吹田市内の大木

の約１０％が存在して

いる。この恵まれた自

然環境を維持するため

に高槻キャンパスと合

わせて、専門業者によ

り樹木等の管理を行っ

ている。

Social contribution and maintenance activity that considers environment
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ボランティア系団体による環境保全活動２

◆ 淀川掃除ボランティア参加者

合計

１０人＋職員２人

１９人＋教員１人

２１人

６人

２０人

６人

２３人

２４人

１２９人＋教職員３人

一般学生

̶

１６人

１７人

６人

９人

６人

１６人

１８人

８８人

学生スタッフ

１０人

３人

４人

学園祭のため欠席

１１人

̶

７人

６人

４１人

日程

２００７年８月４日

２００７年９月２日

２００７年１０月７日

２００７年１１月４日

２００７年１２月２日

２００８年１月６日

２００８年２月３日

２００８年３月２日

計８回

　文化会ユネスコ研究部の部員が、「島本森のクラブ」

（財団法人大阪みどりのトラスト協会所属）にボランティ

アとして参加しました。

　数日間、大阪府三島郡島本町にある「大沢の森」と

「水無瀬水源の森」で、人工林の間伐・枝打ち、下草刈

りや炭焼きなどの活動を行いました。

（４）たばこマナーキャンペーン

　２００７年１０月２４日総合学生会館 凜風館１階学生ラ

ウンジにて、学生スタッフが保健管理センターと共催で

たばこマナーキャンペーンを実施しました。 キャンペーン

では、喫煙による健康への影響や呼気検査、たばこのポ

イ捨ての防止や歩きたばこの害を訴える展示等を展開

しました。その中で、関大前駅から関西大学の正門まで

の間を学生スタッフが清掃し、その際、たばこのポイ捨

て（約２００本）を瓶詰めにした『たばこ塚』の展示を行いま

した。１時間の清掃活動で、いかにたばこのポイ捨ての量

が多いかを知ってもらい、たばこは喫煙所で吸い、灰皿に

捨ててもらえるように訴えました。

（５）ボランティア体験ツアー
　　「淀川掃除ボランティア」

　市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」が毎月第1日曜

日に実施している「淀川掃除ボランティア」に２００７年８

月４日、ボランティアセンター職員と共に学生スタッフが

参加し、これを一般学生に対して行う「ボランティア体験

ツアー」と位置づけ、以後継続して実施しています。

　「淀川掃除に学ぶ会」の方 と々共に大阪市福島区の淀

川河川公園付近を掃除する活動で、初めてボランティア

に参加する学生に非常に好評であるだけでなく、２度３

度と参加する学生も少なくありません。

　河川沿いに流れ着くごみを掃除することで、河川環境

を改善するだけでなく、淀川が流れ込む大阪湾の環境保

全活動にもつながっています。

たばこ塚の展示

ポイ捨て実態調査ポスター

淀川掃除ボランティア

生ごみ処理機（コンポスト）

学内食堂
（関西大学生協・不二家商事）01

関西大学では、 法人・大学組織以外に

学内業者も環境問題に積極的に取り組んでいます。

学内業者の取り組み





Social contribution and maintenance activity
that considers environment

　学内のゴミを毎日ていねいに分別回収

し、少しでも多くの資源ごみがリサイクルさ

れるよう、努力しています。

　また、回収したごみを計量し、さらなる排出

量の削減のための基礎資料としています。

環境に配慮した社会貢献・保全活動
Social contribution and maintenance activity that considers environment
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　ビルメンテナンス業界初のＩＳＯ９００１、

１４００１、ＯＨＳＡＳ１８００１三大国際規格取

得企業として、学内の継続的な環境保全・

安全衛生推進に取り組んでいます。

　学内各施設・屋外の清掃時においては、

生分解性洗剤などの環境に配慮した資材

を使用するとともに、環境負荷の高い資材

の使用を順次減少させています。

　また、ワックス等については、シックハウ

ス・シックスクール原因物質を含まないも

のを使用しています。

清掃・用務
（株式会社大阪ビルサービス）03

中央監視室では環境負荷軽減に向け、以

下の取り組みを行っています。

(１)廃棄物の減量

　設備保守・修理工事にて発生した廃棄

物について、分別収集を行い、再生可能な

物については再生処理を行うことにより、

廃棄物の軽減と資源の有効活用を図って

います。

(２)空調機の運転管理

　中央監視室で集中管理している

空調機・ボイラーの基本運転スケ

ジュールや授業での使用時間に合

わせた各教室の運転管理を実施し

ています。冷房・暖房時は設定・室

内温度（冷房時２８℃、暖房時２０℃）

を管理し、省エネルギーに向けた空

調機の運転管理に努めています。

中央監視業務
（三菱電機ビルテクノサービス株式会社）05

（１）エコクッキング開催

　すいた市民環境会議の協力を得て、２００７

年１２月にエコクッキングを行いました。

　できるだけ農薬を使用しない環境にも体

にもよい食材および季節の野菜を使い、調理

は「保温調理」で、できるだけ消費エネルギー

を少なくする調理体験を学生が行いました。

　楽しい食事の後片づけも皿の汚れの取り

方、洗剤を使わずに水洗いする要領を通し

て、私たちの生活の場で環境問題をアクショ

ンに変える方策を学生が実習しました。

（２）ウォームビズ連動企画
　　オリジナル期間限定メニュー

　大学では省エネルギー励行として、教室を

含め全学舎・全館で暖房時２０℃に設定す

るなど、ウォームビズが２００７年１１月２０日

から２００８年３月２０日まで実施されました。

　この期間、ウォームビズ連動企画として

購買店では寒さ対策グッズ特設売り場を設

け、保温効果のある肌着、ベストやマフ

ラー、手袋などの衣料品、使い回し電池を使

用した携帯用かいろ、電気あんかなどの電

気製品を揃えた生活提案を行いました。一人

暮らしの学生を中心に電気あんかの利用が

みられました。

　また食堂では大根、白菜、里芋、人参、こ

んにゃく、水菜、揚げ出し豆腐など季節の根

菜や香味野菜など体を温める食材を使った

生協オリジナル期間限定メニュー「深秋汁」

（しんしゅうじる）をつくり、「とん汁」や

「ラーメン」などに加え、寒さを吹き飛ばす温

かいメニューとして好評を博しました。

その他の取り組み
（関西大学生協）06

（１）レジ袋の削減への
　　取り組み

　レジ袋の削減は化石燃料消費による環

境負荷の軽減と包装ごみの軽減につなが

ります。  コンビニ各店では、２００７年６月よ

りレジ袋の使用を控えるＰＯＰと「お声か

け」を行い、  組合員の協力を得て使用量は

５６.８万枚の削減をみています。

コンビニ店
（関西大学生協）02

照明スイッチ「こまめに消しましょう」

空調機リモコン「室内温度を守りましょう　夏２８℃  冬２０℃」

(３)省エネルギーへの啓蒙活動

　学内の照明スイッチおよび空調機リモコ

ンに省エネ啓蒙シールを貼り付けています。

(４) 不要照明の消灯

　巡回や作業時に未使用の教室やトイレ

などで照明が点灯している場合は、消灯し

ています。

▼ 根菜たっぷりの「深秋汁」

環境と経済の
より豊かな共生をめざして

　環境事業者が「環境美化」の名のもとに

行っている日々のごみ処理そのものが、新

たな処分場の確保など、環境に対し大きな

影響を及ぼしていることを踏まえ、そこから

環境との共生を模索し続けています。たと

えば、「ごみから資源へ、そして廃棄から再

利用へ」と考えをめぐらせ、廃棄物の再資

源化を推し進めています。

　また、廃棄物関連法令が私たちに求めて

いることや、地方自治体、企業、団体並びに

地域住民の方からの声にもしっかりと耳を

傾けながら、環境と経済のより豊かな共生

をめざしていきたいと考えています。

●収集した廃棄物を安全かつ

適正に処理し、再資源として

活かせるものは最大限に活

用します。

●環境に関する法令などの下

に、環境保全に努め、処理業

全体に対するイメージの向上

を図ります。

●社員に対して環境教育を徹

底し、環境問題について積極

的に取り組めるよう意識改革

を行った上で、お客様により

よいサービスを提供します。

ごみ収集運搬業務
（鍵本産業株式会社）04
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Social contribution and maintenance activity
that considers environment

　学内のゴミを毎日ていねいに分別回収

し、少しでも多くの資源ごみがリサイクルさ

れるよう、努力しています。

　また、回収したごみを計量し、さらなる排出

量の削減のための基礎資料としています。

環境に配慮した社会貢献・保全活動
Social contribution and maintenance activity that considers environment
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　ビルメンテナンス業界初のＩＳＯ９００１、

１４００１、ＯＨＳＡＳ１８００１三大国際規格取

得企業として、学内の継続的な環境保全・

安全衛生推進に取り組んでいます。

　学内各施設・屋外の清掃時においては、

生分解性洗剤などの環境に配慮した資材

を使用するとともに、環境負荷の高い資材

の使用を順次減少させています。

　また、ワックス等については、シックハウ

ス・シックスクール原因物質を含まないも

のを使用しています。

清掃・用務
（株式会社大阪ビルサービス）03
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を管理し、省エネルギーに向けた空

調機の運転管理に努めています。

中央監視業務
（三菱電機ビルテクノサービス株式会社）05
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ンに省エネ啓蒙シールを貼り付けています。
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などで照明が点灯している場合は、消灯し

ています。
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利用へ」と考えをめぐらせ、廃棄物の再資

源化を推し進めています。

　また、廃棄物関連法令が私たちに求めて

いることや、地方自治体、企業、団体並びに

地域住民の方からの声にもしっかりと耳を

傾けながら、環境と経済のより豊かな共生

をめざしていきたいと考えています。

●収集した廃棄物を安全かつ

適正に処理し、再資源として

活かせるものは最大限に活

用します。

●環境に関する法令などの下

に、環境保全に努め、処理業

全体に対するイメージの向上

を図ります。

●社員に対して環境教育を徹

底し、環境問題について積極

的に取り組めるよう意識改革

を行った上で、お客様により

よいサービスを提供します。
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［ 報 告 書 の 自 己 評 価 ］

　地球環境問題は、２１世紀の人間社会が直面する最も深

刻、かつ喫緊の課題となっています。いささか大仰な言い

方をすれば、環境問題への対応は、人間社会を構成する

あらゆる組織と個 人々に課せられた責務であるといえま

す。大学も人間社会の一員として、地球規模の環境問題

の改善のために積極的な取り組みを推進していく必要があ

ります。環境問題への対応は、大学の社会的責任

（USR）の一つなのです。

　地球環境問題が語られるとき、しばしば Think Glob-

ally, Act Locally. というフレーズが多用されます。地球

規模で考えますが、行動は足元からという意味であり、足

元から行動するためには、まず現状がどうなっているかを

知る必要があります。そのために、作成されたのがこの「関

西大学環境報告書」です。

　本報告書の作成、そして学園全体の環境の保全・点検

のために２００８年７月に「環境保全プロジェクト」が起ち

上がりました。メンバーは事務局の総務課を中心として、

管財課、施設課、学長課、理工系学部事務チーム、技術

員チーム、高槻キャンパス事務チーム、高中幼事務室、ボ

ランティアセンター事務室の各部署、それに三菱電機ビル

テクノサービス、大阪ビルサービス、鍵本産業、不二家商

事、関西大学生協などの業者、そして教員５人が加わり総

勢２０人で構成されました。プロジェクトチームは、それぞ

れの本来の業務をこなしながら、８ヵ月にわたり毎回３時

間にも及ぶプロジェクト会議で報告書の内容検討を行って

きました。まずはこの多大な労苦に謝意を表します。

　ところで環境問題に多少とも関心を持つ者が、世界の

環境問題の現況と問題の所在を知るための著作を1冊だ

け推薦せよと言われたならば、多くの人が米国のワールド

ウォッチ研究所から毎年発刊されている  State of the 

World”（邦訳『地球白書』）を挙げるでしょう。同書が、

最初に公刊されたのは１９８４年のことですが、その後２６年

間にわたって毎年リニューアルされ、最新のものは２００９年

度版となっています。

　関西大学環境報告書は、もちろん『地球白書』とは比

べるべくもありませんが、関西大学が初めて作成した環境

白書です。本来ならば、関西大学環境白書と命名したい

ところですが、白書とは一般には政府の公式の調査報告

書のことであるため、環境報告書とした次第です。

　本報告書の主な特徴は次のとおりです。

　第１は、地球環境問題に対する関西大学の姿勢と考え

方を表した「関西大学環境憲章」を提示していることで

す。「関西大学環境憲章」は、前述の「環境保全プロジェ

クト」のメンバーの数ヵ月に及ぶ議論と、学内パブリックコ

メントを経て成案を得たものです。

　第２は、関西大学のこの間のさまざまな取り組みを、

「キャンパス・アメニティの整備」「環境マネジメント活動」

「環境教育・研究」「社会貢献・保全活動」の 4つの分野に

整理して記録していることです。とくに「環境教育・研究」

のセクションを読むと、多くの教員によって、専門分野ごと

に環境問題に関係する多彩な教育・研究が展開されてい

ることにあらためて気づかされます。

　関西大学のキャンパスでは学生、教員、事務職員が活

動しているのみならず、生活協同組合などの業者も事業を

展開しています。とくに、学内食堂では日々、大量の資源

が消費され、廃棄物が生み出されています。第３は、こう

した学内業者の取り組みをも記述されていることです。

　一方、本報告書は、現状のスケッチを行っただけで、環

境問題の改善のために関西大学が行うべき取り組みの内

容と目標を明示していません。これは、未だこの問題につ

いて全学的な議論がなされておらず、目標が確定されてい

ないためです。

　東京都は、２００９年４月から大学を含む大規模事業所

に対して、全国で初めてＣＯ2の計画的な削減を義務づけ

ます。すなわち、都内の大半の大学は、否応なしにＣＯ2

の削減目標を設定しなければならなくなります。こうした

動きは今後、大阪府などにも波及してくるものと思われま

す。本報告書がベースとなって学内で活発な論議が巻き

起こり、関西大学でも早期に具体的な環境改善目標が設

定できることを願ってやみません。

　今から３０年以上前のことになりますが、１９７２年６月にスウェーデンの首都ストックホルムで国連人間環境会議が

開催されました。国連として地球規模の環境問題について取り組んだ初めての会議でした。当時、この会議のスロー

ガンだった Only One Earth という言葉が、「かけがえのない地球」と日本語訳されたのに感銘して、「ああ、こんな

に洒落た訳し方もあるのだ」と印象深く思ったことを今日まで記憶しております。しかし当時はまだ地球温暖化問題

も認識・周知されておらず、その後の展開を考えれば環境問題もまだ序の口だったのではないでしょうか。

　その後３０有余年を経た今日、さまざまな環境問題が噴出し、またいっそうグローバル化の様相を深めていますが、

このスローガン自体の意義はまったく変わりありませんし、むしろますます重要となっているのではないでしょうか。

そして地球をたった１つというならば、日本もたった１つであり、われわれ関西大学人にとっては関西大学もたった１

つしかないのです。われわれはこのかけがえのない関西大学を中心に、そしてここから世界に向けて、かけがえのな

い地球、日本、そして関西大学、学生、そして家族をも守るために、地球環境問題の重要性を訴えたいと思います。

　われわれ関西大学人が環境に対してせめてできること、それは関西大学の環境を考え、それに配慮し、少しでも

改善して行くことではないでしょうか。そしてその中で、学生たちにも環境の大事さを訴え、環境を理解し配慮して

いくことのできる社会人に育て上げることではないでしょうか。今回われわれは、教職員が一体となって関西大学と

しては初となる環境報告書を作成し、公開するに至りました。もちろん今までも環境対策は行ってきましたし、関西

大学の環境についても不定期ですが情報公開を行ってきました。それをこれからは環境報告書という形で定期的に

情報発信していこうと思っています。そうすることで、学内外のステークホルダー（関係者）にも、関西大学が環境

に対する社会的責任の一端を果たしているかどうかを知って頂けますし、そして何よりもみずからを点検・評価し、

ＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action）サイクルを確立する上でも環境報告書は必要不可欠だからです。

　また、さまざまな環境問題に対処する上で、環境法規、環境設備、市場メカニズムを活用した環境政策も重要で

すが、最近ではより根本的な環境対策として環境倫理・環境教育の重要性が叫ばれています。何を行うにしても、

それを行うのは人間自身だからです。そしてその人間を育てるのが教育なのです。この点が企業や行政と大きく異な

る点でもあります。教育機関や教育関係者自らが襟を正して、環境問題に立ち向かう熱き姿勢が重要だと考えてい

ます。みなさまのご理解を頂き、忌憚のないご意見とご協力をお願いする次第です。

学校法人関西大学  理事長

Afterword of the chief director

おわりに

かけがえのない地球

かけがえのない関西大学

関西大学副学長　安部 誠治

”
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［ 報 告 書 の 自 己 評 価 ］
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れの本来の業務をこなしながら、８ヵ月にわたり毎回３時
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け推薦せよと言われたならば、多くの人が米国のワールド

ウォッチ研究所から毎年発刊されている  State of the 

World”（邦訳『地球白書』）を挙げるでしょう。同書が、

最初に公刊されたのは１９８４年のことですが、その後２６年

間にわたって毎年リニューアルされ、最新のものは２００９年

度版となっています。

　関西大学環境報告書は、もちろん『地球白書』とは比

べるべくもありませんが、関西大学が初めて作成した環境

白書です。本来ならば、関西大学環境白書と命名したい

ところですが、白書とは一般には政府の公式の調査報告

書のことであるため、環境報告書とした次第です。

　本報告書の主な特徴は次のとおりです。

　第１は、地球環境問題に対する関西大学の姿勢と考え

方を表した「関西大学環境憲章」を提示していることで

す。「関西大学環境憲章」は、前述の「環境保全プロジェ

クト」のメンバーの数ヵ月に及ぶ議論と、学内パブリックコ

メントを経て成案を得たものです。

　第２は、関西大学のこの間のさまざまな取り組みを、

「キャンパス・アメニティの整備」「環境マネジメント活動」

「環境教育・研究」「社会貢献・保全活動」の 4つの分野に

整理して記録していることです。とくに「環境教育・研究」

のセクションを読むと、多くの教員によって、専門分野ごと

に環境問題に関係する多彩な教育・研究が展開されてい

ることにあらためて気づかされます。

　関西大学のキャンパスでは学生、教員、事務職員が活

動しているのみならず、生活協同組合などの業者も事業を

展開しています。とくに、学内食堂では日々、大量の資源

が消費され、廃棄物が生み出されています。第３は、こう

した学内業者の取り組みをも記述されていることです。

　一方、本報告書は、現状のスケッチを行っただけで、環

境問題の改善のために関西大学が行うべき取り組みの内

容と目標を明示していません。これは、未だこの問題につ

いて全学的な議論がなされておらず、目標が確定されてい

ないためです。

　東京都は、２００９年４月から大学を含む大規模事業所

に対して、全国で初めてＣＯ2の計画的な削減を義務づけ

ます。すなわち、都内の大半の大学は、否応なしにＣＯ2

の削減目標を設定しなければならなくなります。こうした

動きは今後、大阪府などにも波及してくるものと思われま

す。本報告書がベースとなって学内で活発な論議が巻き

起こり、関西大学でも早期に具体的な環境改善目標が設

定できることを願ってやみません。

　今から３０年以上前のことになりますが、１９７２年６月にスウェーデンの首都ストックホルムで国連人間環境会議が

開催されました。国連として地球規模の環境問題について取り組んだ初めての会議でした。当時、この会議のスロー

ガンだった Only One Earth という言葉が、「かけがえのない地球」と日本語訳されたのに感銘して、「ああ、こんな

に洒落た訳し方もあるのだ」と印象深く思ったことを今日まで記憶しております。しかし当時はまだ地球温暖化問題

も認識・周知されておらず、その後の展開を考えれば環境問題もまだ序の口だったのではないでしょうか。

　その後３０有余年を経た今日、さまざまな環境問題が噴出し、またいっそうグローバル化の様相を深めていますが、

このスローガン自体の意義はまったく変わりありませんし、むしろますます重要となっているのではないでしょうか。

そして地球をたった１つというならば、日本もたった１つであり、われわれ関西大学人にとっては関西大学もたった１

つしかないのです。われわれはこのかけがえのない関西大学を中心に、そしてここから世界に向けて、かけがえのな

い地球、日本、そして関西大学、学生、そして家族をも守るために、地球環境問題の重要性を訴えたいと思います。

　われわれ関西大学人が環境に対してせめてできること、それは関西大学の環境を考え、それに配慮し、少しでも

改善して行くことではないでしょうか。そしてその中で、学生たちにも環境の大事さを訴え、環境を理解し配慮して

いくことのできる社会人に育て上げることではないでしょうか。今回われわれは、教職員が一体となって関西大学と

しては初となる環境報告書を作成し、公開するに至りました。もちろん今までも環境対策は行ってきましたし、関西

大学の環境についても不定期ですが情報公開を行ってきました。それをこれからは環境報告書という形で定期的に

情報発信していこうと思っています。そうすることで、学内外のステークホルダー（関係者）にも、関西大学が環境

に対する社会的責任の一端を果たしているかどうかを知って頂けますし、そして何よりもみずからを点検・評価し、

ＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action）サイクルを確立する上でも環境報告書は必要不可欠だからです。

　また、さまざまな環境問題に対処する上で、環境法規、環境設備、市場メカニズムを活用した環境政策も重要で

すが、最近ではより根本的な環境対策として環境倫理・環境教育の重要性が叫ばれています。何を行うにしても、

それを行うのは人間自身だからです。そしてその人間を育てるのが教育なのです。この点が企業や行政と大きく異な

る点でもあります。教育機関や教育関係者自らが襟を正して、環境問題に立ち向かう熱き姿勢が重要だと考えてい

ます。みなさまのご理解を頂き、忌憚のないご意見とご協力をお願いする次第です。

学校法人関西大学  理事長

Afterword of the chief director

おわりに

かけがえのない地球

かけがえのない関西大学

関西大学副学長　安部 誠治
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